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序文 

APASTI 2016-2025 実施計画（AIP）は、2016 年 10 月 29 日にカンボジアのシェムリアップで開催
された第 9 回 ASEAN 科学技術大臣非公式会合（IAMMST）において、ASEAN 科学技術大臣によって
採択された。 

この詳細にわたる AIP は、APASTI 2016-2025 の実施のための今後 10 年間の包括的な計画を示して
おり、戦略的行動と、その優先事項、目標・成果物、具体的活動、スケジュール、指標からなる構成要
素の概要を明らかにしている。これらは ASEAN 科学技術委員会（COST）傘下の 9 つの ASEAN 小委員
会の作業計画から抽出されたものである。 

AIP はまた、プログラム・活動のモニタリングや評価メカニズムの向上、リソースの流動化を通じた
対話国との協力強化、それに APASTI 2016-2025 の戦略的要点・行動・目標を支援する官民パートナー
シップを通じた民間セクターの関与について、COST の各小委員会の助けになるものである。 

この包括的な計画をつうじて、AIP の策定に関与した全ての関係者の多大な努力に深く感謝するとと
もに、APASTI 2016-2025 の実施が素晴らしい成果をもたらすことを期待する。 

署名 

 
H.E.トゥング・シニー（TUNG Ciny）博士 
ASEAN COST 委員長（2016～2017 年） 
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A. はじめに 

2015 年 11 月 6 日にラオス人民民主共和国のビエンチャンで開催された第 16 回 ASEAN 科学技術大
臣会合（AMMST-16） において、科学技術イノベーションのための ASEAN 行動計画（APASTI）2016
～2025 年が採択されたことを受け、科学技術大臣は APASTI に優先事項、目標・成果物、具体的行動、
スケジュール、指標を含む実施計画を添付することに合意した。これらは、ASEAN 科学技術委員会 
（COST）傘下の各小委員会の作業計画から抽出されたものである。 

科学技術イノベーション（STI）は、社会経済の発展に必要な貢献をするものであり、科学技術大臣
指令に従っている。このため、この APASTI 実施計画には、社会経済の発展を支えるとともに、ASEAN
経済共同体（AEC）2025 年および ASEAN 社会文化共同体 （ASCC）のブループリント 2025 に関連す
る特徴と整合する活動が盛り込まれている。 
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B. ビジョン 
 

科学技術イノベーションが主導する革新的で、競争力があり、活力があり、持続可能で、経済
的に統合されたASEAN。 

C. 目標 
 

1. 新世紀のグランド・チャレンジ（大課題）に取り組むASEAN科学技術イノベーション
（STI） 。 

2. 特に中小企業を中心とした官民の積極的な協力および高い人材流動性を有する経済的に
統合されたASEAN。 

3. STIとそれが最下層（BOP）に与える恩恵についての深い認識。 

4. 深いSTI文化醸成と、ICTや有能な若者や女性、民間セクターのリソースを活用してSTIの
シーディング（種まき）と持続を行うシステムとを備えた、イノベーション駆動型の経済。 

5. 積極的な研究開発協力、技術の事業化と起業家精神、中核拠点のネットワーク。 

6. グローバル世界市場に通用するASEANイノベーションを支援するとともに、加盟国全体
でイノベーション、統合、発展格差の縮小を促進する、新AECにおけるSTI管理システム
の強化。 
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D. 戦略的要点 

 
 

1. 官民協力 
 

2. 人材の流動化、人と人のつながり、 
包摂性 

 
要点1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）
のネットワーク、民間セクターの間
で戦略的連携を強化し、能力開発、
技術移転、事業化のための効果的な
エコシステムを構築する。 

 
 

要点2： 
科学者と研究者の流動性や、人と人と
のつながりを強化し、科学技術イノ
ベーションへの女性や若者の参加を
増やす。 

     

3. 企業支援 
 

4. 社会の認知とSTI文化の醸成 

 
要点3： 
革新的なシステムとスマートなパー
トナーシップを対話国などのパート
ナーと確立して、零細・中小企業
（MSME）を支援する科学技術イノ
ベーション（STI）企業を育成すると
ともに、知識創造とSTIアプリケー
ションを促進して、競争力を高める。 

 
 

要点4： 
ASEAN科学技術協力を促進するた
め、市民の意識向上を図るとともに、
STI文化の醸成を強化する。 
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E. 戦略的構成要素 

E.1. 官民協力 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1.1.1 STIの規制の枠組み
と施策に関するファクト
シート。 

規制当局と連携し
て、STIの規制の枠
組みと施策に関す
るファクトシート
を作成する。 

作成されたファク
トシートの数。 

各COST SC x x         官民協力を開始す
るための推奨ガイ
ドラインとファク
トシートの作成。 

人材育成および研
究開発の共同事業
の計画立案におけ
る官民の関与の強
化。 

1.1.2 以下に関する推奨ガ
イドライン 
• 人材育成および研究開

発を実施するための共
同資金スキームやスポ
ンサーシップ。 

• 施設や専門知識の利
用・共有。 

• 人材の流動化。 
• 研究開発の自主規制原

則。 

資金調達の仕組み
を協議するワーク
ショップを開催す
る。 

作成された推奨ガ
イドラインの数。 

SCIRD x x         

施設や専門知識の
利用・共有の仕組
みを協議するワー
クショップを開催
する。 

SCIRD x x         
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期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 人材流動化の仕組
みを協議するワー
クショップを開催
する。 

 
SCIRD x x           

研究開発のための
自主規制原則を協
議するワーク
ショップを開催す
る。 

各COST SC x x         

1.1.3 以下についての推奨
ガイドライン 
• 先見性のあるテクノロ

ジー。 
• STIイニシアティブ候

補の影響の評価。 

テクノロジーの先
見性の分析調査を
行う。 

作成された推奨ガ
イドラインの数。 

各COST SC  x x x x      先見性のあるテク
ノロジーおよび
STIイニシアティ
ブ候補の影響の評
価に関する推奨ガ
イドラインの作
成。 

STIイニシアティ
ブ候補の影響を評
価するベンチマー
ク調査を実施す
る。 

SCIRD  x x x x      

1.1.4 共同STIイニシア
ティブ候補の影響に関す
る評価報告書。 

共同STIイニシア
ティブ候補の影響
評価を実施する。 

作成された評価報
告書の数。 

COST 
各SC 

 x x        評価報告書の作
成。 

1.1.5 関連する協力手段の
合意。 

協力相手候補との
予備会合を実施す
る。 

特定された共同プ
ロジェクトの件数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 関連する協力手段
の合意。 

新たなパートナー
シップの構築。 

1.1.6 共同プロジェクトの
特定。 

            
 

共同プロジェクト
を特定する。 

 

1.1.7 専門スキルを持つ人
材の育成。 

専門スキルを持つ
人材育成（HRD） 
の共同事業を実施
する。 

実施したトレーニ
ングの数。 
 
トレーニングの参
加者数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 専門スキルを持つ
人材育成の共同事
業の実施。 

人材育成および研
究開発の共同事業
実施における官民
の関与の強化。 
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期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1.1.8 研究開発の結果とし
ての製品またはサービス。 

研究開発を共同で
行う。 

開発された製品数。 
 
開発されたサービ
ス数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 研究開発の共同事
業の実施。 

1.1.9 以下についての現状
報告書 
• ASEANにおけるSTIの

進展とテクノロジーの
準備態勢。 

• STIにおける政府、学
界、民間セクターの関
与。 

三重・四重のらせ
ん形プラット
フォームでの協議
やその他関連活動
を行う。 

作成された報告書
の数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 現状報告書の作
成。 

人材育成および研
究開発の共同事業
の評価における官
民の関与の強化。 

ASEANにおける
STIの進展状況を
把握するため関連
活動を行う。 

COST 
各SC  

x x x   
 

x x x 
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行動1.2.ASEAN科学技術ネットワーク（ASTNET）の活用を強化し持続するとともに、その他の科学技術ネットワークを充実させ情報共有を促進する 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1.2.1 ASTNETの強化およ
び改善。 

ASTNETの特徴あ
る機能を強化し改
善する活動を行
う。 

改善・開発された機
能の数。 

SCIRD x x x x x x x x x x ASTNETの強化と
改善。 

強化され改善され
たASTNET。 

1.2.2 ASTNET上のSTIの関
連データベース。 

ASTNETのSTIの
データベースに含
むべき関連情報の
共有に関して、
ASEAN加盟国の関
連連絡窓口・機関
を特定して調整す
る。 

特定したデータ
ベースの件数。 
 
情報を提供する連
絡窓口と機関の数。 
 
更新が行われた回
数。 
 
ASTNETにアクセ
スしたユーザー数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x STIの関連データ
ベースのASTNET
上での共有。 

ASTNETの持続的
な活用。 

1.2.3 ASTNETへの小委員
会のコンテンツ掲載。 

小委員会のコンテ
ンツを作成し
ASTNETにアップ
ロードする。 

各COST SC x x x x x x x x x x 小委員会のコンテ
ンツをASTNETで
共有。 

1.2.4 科学技術ネットワー
クの既存のウェブ・ポータ
ルへの追加コンテンツ。 

科学技術ネット
ワークの既存の
ウェブ・ポータル
向けに追加コンテ
ンツを開発する。 

他の科学技術ネッ
トワークにアクセ
スしたユーザー数。 

各COST SC x x x x x x x x x x 科学技術ネット
ワークの既存の
ウェブ・ポータル
でのコンテンツの
共有。 

S&Tネットワーク
の強化。 
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行動1.3.知的財産権の保護、共同研究のリスクと利益の共有メカニズム、中核拠点間の技術移転などの政策枠組みを構築する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1.3.1 以下のような共同研
究に関する推奨ガイドラ
イン 
• 資金調達スキームやス

ポンサーシップ。 
• 技術開発と事業化にお

ける民間セクター、中核
拠点、政府、その他の関
連パートナー間の知的
財産権に関する政策枠
組み。 

関連ステークホル
ダーとの協議や、
知的財産協力に関
するASEAN作業部
会（AWGIPC） と
の協力により、共
同研究に関するガ
イドラインを策定
する。 

作成された推奨ガ
イドラインの数。 

SCIRD x x x x x x x x x x 推奨ガイドライン
の作成。 

技術開発および事
業化における中核
拠点と他の関連
パートナーの関与
の向上。 

1.3.2 STIデータの共有プ
ロトコル。 

ASEAN加盟国間に
おけるSTIデータ
の共有プロトコル
を確立する。 

確立されたSTI
データ共有プロト
コルの数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x STIデータ共有プ
ロトコルの開発。 

STIデータの量と
質の向上、成果と
利益のASEAN加盟
国間の交換。 

  



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2022-PD-ASE02 

12 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1.3.3 ASEAN加盟国間で
STIの成果と利益共有を促
進するための政策枠組み。 

ASEAN加盟国間で
STIの成果と利益
共有を促進するた
めの政策枠組みの
策定に当たって、
対話国や他のパー
トナーを含むス
テークホルダーと
協議を行う。 

政策枠組みが決ま
り整備された政策
の件数。 

各COST SC x x x x x x x x x x STIの成果と利益
の共有に関する政
策枠組みの策定。 

 

1.3.4 共同研究開発と技術
移転応用を促進するイン
センティブを提供するた
めのASTIFの活用に関する
ガイドライン。 

ASTIFの利用に関
する適切なガイド
ラインの作成につ
いて、COST諮問委
員会（BAC）およ
び全ての小委員会
と協議する。 

作成されたASTIF
の活用に関するガ
イドラインの数。 

BAC 
SCIRD 

x x   x x   x x ASTIFの活用に関
するガイドライン
の作成。 

共同研究開発およ
び技術移転応用の
増加。 
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行動1.4.持続可能な開発目標（SDGs）を含む優先分野における既存の域内科学技術イノベーション・イニシアティブを強化する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1.4.1 COSTの優先分野。 持続可能な開発目
標（SDGs）を含む
ASEANのグラン
ド・チャレンジ（大
課題）に取り組む
ASEANのSTIイニ
シアティブを支え
るCOSTの優先分
野を特定するため
の調査を行う。 

特定した優先分野
の数。 

BAC、COST 
各SC 

x x   x x   x x COSTの優先分野
の特定。 

優先分野における
既存の地域STIイ
ニシアティブの強
化。 

1.4.2 COSTの優先分野を
支える小委員会プログラ
ム。 

特定したCOSTの
優先分野を支える
ため、関連するプ
ログラム・プロ
ジェクト・活動を
構築する。 

構築されたプログ
ラム・プロジェク
ト・活動の数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x COSTの優先分野
を支える小委員会
プログラムの構
築。 
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E.2. 人材の流動化、人と人のつながり、包摂性 

要点 2： 
科学者と研究者の流動性や、人と人とのつながりを強化し、科学技術イノベーションへの女性や若者の参加を増やす。 

行動2.1.女性や若者を含む科学者、研究者、学生の交流のための政策枠組みを構築する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

2.1.1 科学者、研究者、学
生の交流のための推奨ガ
イドライン。 

ガイドライン作成
に向け関連活動を
行う。 

作成された推奨ガ
イドラインの数。 

COST 
各SC 

x x x x x      推奨ガイドライン
の作成。 

交流プログラムへ
の官民両部門の参
加増加。 

 
行動2.2.学生や研究者、その他のSTI人材向けに奨学金、フェローシップや派遣プログラムを創設する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

2.2.1 奨学金・フェロー
シップ・派遣プログラムを
支えるためのASTIFやAUN
の利用を含む資金調達メ
カニズム。 

奨学金・フェロー
シップ・派遣プロ
グラムを支えるメ
カニズムの整備に
向けた関連活動を
行う。 

交流プログラムを
創設したASEANの
対話国およびその
他のパートナーの
数。 
 
創設された交流プ
ログラムの数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x ASEAN対話国およ
びその他のパート
ナーとの奨学金・
フェローシップ・
派遣プログラムの
創設と実施。 

奨学金、フェロー
シップ、インター
ンシップや派遣プ
ログラムの助成の
数の増加。 
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期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

2.2.2 奨学金・フェロー
シップ・派遣プログラム。 

交流プログラムの
創設について
ASEAN対話国およ
びその他のパート
ナーとの調整と協
議を行う。 

交流プログラムを
創設したASEANの
対話国およびその
他のパートナーの
数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x ASEAN対話国およ
びその他のパート
ナーとの奨学金・
フェローシップ・
派遣プログラムの
創設と実施。 

 

中国、日本、アメ
リカなど対話国と
の間で合意された
既存のプログラム
の実施を継続す
る。 

実施されたプログ
ラムの数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 

創設された交流プ
ログラムの認知度
を高めるための広
報キャンペーンを
実施する。 

認知度向上キャン
ペーンの実施数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 
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期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

2.2.3 人材流動化のプラッ
トフォーム構築。 

人材データベース
のウェブサイトと
ATMポータルを整
備する。 

ウェブサイト・
ATMポータルの整
備。 
 
ウェブサイト・
ATMポータルにア
クセスしたユー
ザー数。 

SCIRD x x x        人材データベース
のウェブサイトと
ATMポータルの整
備。 

 

人材の流動化を支
援および強化する
現行の政策、規則、
ガイドラインを収
集する。 

枠組みとして収集
された政策、規則、
ガイドラインの数。 

COST 
各SC 

  x x x x x x x x 人材の流動化を支
える一連の政策、
規則、ガイドライ
ンの収集。 

優先分野について
パイロットATM 
プログラムを開始
する。 

プログラムをつう
じて流動化した人
材の数。 
 
開始したプログラ
ムの数。 

SCIRD   x x x x x x x x パイロット・プロ
グラムの開始。 
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行動2.3.教育や技術的能力の認証および認定の標準化に向けた取り組みを強化する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

2.3.1 特定の領域・分野に
おける科学技術人材に関
する認証・相互承認協定
（MRA）。 

ASEAN加盟国の科
学技術人材を中心
とした認証機関の
設立のため関連活
動を行う。 

特定された具体的
な領域・分野。 
 
創設された認証・相
互承認協定（MRA）
の数。 

SCIRD  x x        ASEAN加盟国の科
学技術人材を中心
とした認証機関の
設立。 

ASEAN加盟国にお
ける科学技術人材
の流動性の向上。 

科学技術人材の認
証の認知度向上の
ため啓発活動を行
う。 

実施した啓発活動
の数。 

COST 
各SC 

   x x x x x x x 

2.3.2 ASEAN共同体ビジョ
ン25を支える高品質イン
フラの科学計量のための
ロードマップと実施計画。 

国家計量標準機関
（NMS）および他
の関連パートナー
との協議や関連活
動を行う。 

作成されたロード
マップおよび実施
計画の数。 

SCIRD 
EGM 

 x x x       高品質インフラの
科学計量のための
ロードマップと実
施計画の作成。 

AMSの高品質イン
フラの科学計量の
向上。 

一部のAMSにおけ
るNMSの設立促
進。 

国家計量標準機関
（NMS）の設立数。 

SCIRD 
EGM 

x x x x x x x x x x 
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行動2.4 女性や若者、恵まれない立場にある人たちがSTIに貢献する機会を、インセンティブや支援メカニズムを通じて拡大する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

2.4.1 女性や若者、恵まれ
ない立場にある人たち向
けの奨学金・フェローシッ
プ・派遣プログラムを支え
るためのASTIFやAUNの利
用を含む包摂的な資金メ
カニズム。 

女性や若者、恵ま
れない立場にある
人たち向けの奨学
金・フェローシッ
プ・派遣プログラ
ムを支える包摂的
な資金メカニズム
の整備に向けた関
連活動を行う。 

構築されたメカニ
ズムの数。 

SCIRD x x x x x x x x x x 包摂的な資金調達
メカニズムの整
備。 

STI活動への女性、
若者、恵まれない
立場の人たちの参
加数とレベルの向
上。 

2.4.2 包摂的なインセン
ティブ・プログラム。 

女性、若者、恵ま
れない立場にある
人たちを対象とし
た賞や表彰など包
摂的なインセン
ティブ・プログラ
ムの創設や実施に
向けた関連活動を
行う。 

創設されたインセ
ンティブ・プログラ
ムや賞の数。 
 
参加者数（女性、若
者、恵まれない立場
の人たち）。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 包摂的なインセン
ティブ・プログラ
ムの整備。 
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E.3. 企業支援 

要点 3： 
革新的なシステムとスマートなパートナーシップを対話国などのパートナーと確立して、零細・中小企業（MSME）を支援する科学技術イノベーショ

ン（STI）企業を育成するとともに、知識創造と STI アプリケーションを促進して、競争力を高める。 

行動3.1.メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、STI企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段階まで支援し育
成する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

3.1.1 ASEANにおける国家
計量標準の国際慣行への
準拠報告書。 

国際慣行に準拠し
た国家計量トレー
サビリティーの設
定に関して国家計
量標準機関間で協
議を行う。 

国家計量トレーサ
ビリティーの設定
における国家計量
標準機関のニーズ
に関して作成され
た報告書の数。 

SCIRD、EGM x x x x x x x x x x ASEANにおける国
家計量標準の国際
慣行への準拠報告
書の作成。 

測定精度の信頼性
とSTI企業の信用
の向上。 

ASEAN各国の国家
計量標準機関の測
定能力を判断する
ための調査を実施
する。 

ASEAN各国の国家
計量標準機関の測
定能力について作
成された調査報告
書の数。 

SCIRD、EGM  x x    x x   
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期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
国家計量トレーサ
ビリティーの設定
に当たり国家計量
標準機関の能力と
ニーズをマッピン
グする。 

国家計量トレーサ
ビリティーの設定
における国家計量
標準機関の能力と
ニーズのマッピン
グ報告書作成数。 

SCIRD、EGM    x x    x x   

3.1.2 共同出資と国境を越
えた技術移転のメカニズ
ム。 

共同出資や国境を
越えた技術移転の
メカニズムに関し
て、対話国および
他の関連するパー
トナーと協力し話
し合う。 

構築した共同出資
と国境を越えた技
術移転のメカニズ
ムの数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 共同出資と国境を
越えた技術移転の
メカニズムの構
築。 

国境を越えた技術
移転の増加。 

ASTNETや他の技
術データ共有セン
ターをつうじて情
報を普及させる。 

構築した広報手段
の数。 

SCIRD x x x x x x x x x x 



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2022-PD-ASE02 

21 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

3.1.3 テクノプレナーシッ
プ（技術革新に基づく起業
家精神） 
と市場アクセスを促進す
る政策枠組み 

テクノプレナー
シップを促進する
政策枠組みの整備
に向けた協議およ
び関連活動を行
う。 

政策枠組みが決ま
り整備された政策
の件数。 
 
整備された政策枠
組みの数。 

SCIRD  x x x x x x x x x テクノプレナー
シップと市場アク
セスを促進するた
めの政策枠組みの
整備。 

テクノプレナーの
増加。 

市場アクセスにつ
いて中小企業作業
部会（SMEWG） 
と協力する。 

 
SCIRD x x x x x x x x x x 

ASEAN加盟国の製
品やサービスを紹
介する展示会や関
連する貿易・技術
の見本市を開催す
る。 

実施された展示会
およびその他の関
連する貿易・技術の
見本市の件数。 

COST 
各SC 

 x   x   x   
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期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

3.1.4 中小零細企業を支援
するためのビジネス・イン
キュベーションや、メン
ターシップ・コーチングの
プログラムに関するガイ
ドラインと施策。 

中小零細企業を支
援するためビジネ
ス・インキュベー
ションや、メン
ターシップ・コー
チングのプログラ
ムに関するガイド
ラインと施策の策
定に向けた協議と
関連活動を行う。 

策定されたガイド
ラインと施策の数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 中小零細企業を支
援するためのビジ
ネス・インキュ
ベーションやメン
ターシップ・コー
チングのプログラ
ムに関するガイド
ラインと施策の策
定。 

次の競争レベルま
で発展が進んだ中
小零細企業数の増
加。 

中小零細企業の啓
発や能力構築のた
め、テクノプレ
ナー・コンテスト
などを行う。 

啓発や能力構築の
活動の数。 

COST 
各SC 

 x x x x x x x x x 
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行動3.2.対話国などの戦略的パートナーを、適切かつ事業的に実行可能なSTIイニシアティブに関する共同事業に参加させる。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

3.2.1 対話国および他の
パートナーとの共同STI研
究に関する関連文書
（MOU、MOA、MOC、LOI
など）。 

関連する文書の作
成において対話国
およびその他の関
連するパートナー
と引き続き協力す
る。 

作成された関連文
書の数。 

COST 
各SC 

 x x x x      対話国および他の
パートナーとの共
同STI研究に関す
る関連文書（MOU、
MOA、MOC、LOI
など）の正式合意。 

STIイニシアティ
ブに関する対話国
および戦略的パー
トナーとの共同事
業の増加。 

3.2.2 STIの共同事業を促
進するための共同出資メ
カニズム。 

共同出資メカニズ
ムを策定し実施す
るための手続き規
則（ROP）を起草
する。 

策定されたROPと
共同出資メカニズ
ムの件数。 

COST 
各SC 

 x x x x      STIにおける共同
事業を促進するた
めの共同出資メカ
ニズムの構築。 

 

ASEANにおける共
同STI事業を促進
するために適用で
きる可能性のある
既存の共同出資メ
カニズムを査定・
評価する。 

作成された査定・評
価報告書の数。 

COST 
各SC 

    x      

  



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2022-PD-ASE02 

24 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

3.2.3 相互利益のある分野
および事業として実行可
能性のあるSTIイニシア
ティブのリスト。 

相互利益のある分
野や事業として実
行可能性のある
STIイニシアティ
ブを特定するた
め、対話国や他の
パートナーとの
マッピング演習を
実施する。 

作成されたマッピ
ング演習報告書の
数。 
 
特定された相互利
益の数。 
 
事業として実行可
能性のある特定さ
れたSTIイニシア
ティブの数。 

COST 
各SC 

 x x x x x x x x x 相互利益のある分
野および事業的に
実行できる可能性
のあるSTIイニシ
アティブのリスト
の作成。 
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E.4. 社会の認知と STI 文化の醸成 

要点 4： 
ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 

行動4.1.ASEAN食料会議（AFC）やASEAN科学技術イノベーション週間（ASTIW）などのASEAN科学技術イベントへの科学者、研究者、産業界の参
加を奨励する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

4.1.1 ASEANの科学技術イ
ベントの認知度を高める
ための広報資料。 

ASEANの科学技術
イベントやASEAN
の科学技術省に関
する情報へのアク
セスとその共有の
ため、COST補助機
関の連絡窓口など
各国のCOSTと調
整する。 

広報資料が共有、作
成されたASEANの
科学技術イベント
の数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x ASEANの科学技術
イベントの認知度
を高めるための広
報資料を作成。 

ASEANの科学技術
イベントへの科学
者、研究者、産業
界の参加の増加。 

4.1.2 関連するASEAN科
学技術省のウェブサイト
およびソーシャルメディ
ア・アカウントへのリン
ク。 

ウェブサイトおよ
びソーシャルメ
ディア・アカウント
へのリンク数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 関連するASEAN科
学技術省のウェブ
サイトおよびソー
シャルメディア・
アカウントへのリ
ンクを構築。 
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行動4.2.「ASEAN開発のための科学技術ジャーナル（AJSTD）」などのジャーナルに掲載される記事の内容を充実させる。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

4.2.1 AJSTDの科学フォー
ラムで選定された最良の
論文の出版。 

ASEAN STIイベン
トで発表される原
稿を募集する。 

実施した原稿募集
の回数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x AJSTDの科学
フォーラムで選定
された最良の論文
の出版。 

AJSTDで発表され
る論文の質向上。 

論文・要約のリス
トと著者の連絡先
の詳細を併せて
AJSTDの連絡窓口
に提供する活動を
行う。 

作成された論文・要
約と著者の連絡先
詳細のリストの件
数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 

発表者・著者に論
文がAJSTDに掲載
される可能性を通
知する。 

AJSTDが受理した
原稿の本数。 

SCIRD x x x x x x x x x x 
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期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

4.2.2 Scopus（スコーパス）
の書誌データベースまた
は、国際科学インデクシン
グ（ISI）ジャーナルや他の
査読付き科学誌への
AJSTDの掲載。 

国際科学ジャーナ
ル・インデクシン
グ・システムの候
補を特定する。 

特定された国際科
学ジャーナル・イン
デクシング・システ
ムの候補数。 

SCIRD  x         Scopus（スコーパ
ス）の書誌データ
ベースまたは、国
際科学インデクシ
ング（ISI）ジャー
ナルや他の査読付
き科学誌への
AJSTDの掲載。 

AJSTDの「論文募
集」の名声と応募
しやすさの向上。 

SCIRDの連絡窓口
やASTNET、
ASEAN加盟国の関
係省庁のウェブサ
イトなどさまざま
な媒体を利用して
論文を募集する。 

受領した提出論文
の本数。 

SCIRD  x x x x x x x x x  
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行動4.3.STIにおけるASEANイニシアティブの広報にASTNETを活用する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

4.3.1 STIのイベント、イニ
シアティブ、広報資料 （ポ
スター・記録・種々のCOST
イベントの研究論文集）の
ASTNETへの掲載。 

COST補助機関の
連絡窓口など各国
のCOSTと調整し
て、ASEANの科学
技術イベントに関
する情報にアクセ
スして共有し、
ASTNETにアップ
ロードする。 

広報資料が共有、作
成されたASEANの
科学技術イベント
の数。 

COST 
各SC 

x x x x x x x x x x STIのイベント、イ
ニシアティブ、広
報資料のASTNET
への掲載。 

ASEANにおける
STIのイベント、イ
ニシアティブ、科
学技術省やその他
の関連機関に対す
る社会の認知度の
向上。 

4.3.2 ASEANの関連する科
学技術省およびその他の
関係機関のウェブサイト
やソーシャルメディア・ア
カウントとASTNETとのリ
ンク構築。 

ASTNETの開発と
強化を継続する。 

ウェブサイトおよ
びソーシャルメ
ディア・アカウント
へのリンク数。 

SCIRD x x x x x x x x x x ASEANの関連する
科学技術省やその
他の関係機関の
ウェブサイトや
ソーシャルメディ
ア・アカウントと
のリンク構築。 
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期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
COSTおよびその
補助機関の連絡窓
口が、ウェブサイ
トやソーシャルメ
ディア・アカウン
トなど関連する情
報源へのリンクを
提供し、その情報
がASTNETにアッ
プロードされるよ
うにする。 

 
COST 
各SC 

x x x x x x x x x x  
 

 

行動4.4.官民両部門の諸機関における情報共有と技術協力を促進するため、リソースのデータベースとネットワークを整備する。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

4.4.1 官民両部門の諸機関
における情報共有と技術
協力を促進するため、リ
ソースのデータベースと
ネットワークを整備する。 

国別COST委員長
が、ASEAN STIリ
ソース・データ
ベースに必要な情
報を提供する責任
組織を特定し、指
名する。 

ASEAN STIリソー
ス・データベースに
情報を提供するた
めに指名された組
織数。 

COST 
各SC 

 x x x x x x x x x ASEANのSTIリ
ソース・データ
ベースをASTNET
に構築。 

官民両部門の諸機
関の間の情報の流
れと協力の拡大。 
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期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 特定された責任組
織がASEAN STIリ
ソース・データ
ベースに含めるべ
き必要な情報を定
期的に更新する。 

更新が行われた回
数。 

COST 
各SC 

 x x x x x x x x x   

4.4.2 STIデータベースで
の情報共有を促進するた
めのインセンティブおよ
び他の適切なメカニズム。 

ASEAN STIリソー
ス・データベース
の情報共有の促進
に向けたロード
マップ作成など、
適切なメカニズム
を協議し整備する
ため、SCIRDなど
責任組織とその他
の関連するステー
クホルダーの間で
活動を行う。 

STIデータベース
での情報共有の促
進のために構築さ
れたインセンティ
ブおよびメカニズ
ムの数。 

COST 
各SC 

 x x x x x x x x x STIデータベース
での情報共有を促
進するためのイン
センティブおよび
他の適切なメカニ
ズムの構築。 
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行動4.5.効果的なコミュニケーション・STI文化醸成計画の策定と実施に、関係するステークホルダーを参加させる。 

期待される成果 活動 指標 責任機関 
スケジュール 

マイルストーン 成果 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

4.5.1 STI コミュニケー
ション・文化醸成計画 

STIコミュニケー
ション・文化醸成
計画を策定するた
め関連ステークホ
ルダーと積極的な
関わりを持つ。 

コミュニケーショ
ン・文化醸成計画の
策定された数。 

COST 
各SC 

 x x    x x   STIコミュニケー
ション・文化醸成
計画の策定 

STI文化の醸成 

コミュニケーショ
ン・文化醸成計画
の実施促進のため
の認知度向上プロ
グラムを作成す
る。 

認知度向上プログ
ラムの実施された
数。 

COST 
各SC 

 x x x   x x x  

関連するステーク
ホルダーの参加を
得てコミュニケ―
ション・文化醸成
計画を実施する。 

COST 
各SC 

 
 

x x x x x x x x 
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F. 主なパフォーマンス指標 

F.1. 成果指標 

1.官民協力 

要点1：学界、研究機
関、中核拠点のネット
ワーク、民間セクター
の間で戦略的連携を
強化し、能力開発、技
術移転、事業化のため
の効果的なエコシス
テムを構築する。 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価にお
ける学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 
• 特定され実施された共同研究プロジェクトの件数： 

a. 掲載された学術論文および記事の本数 
b. 学界、民間セクター、関連パートナーと実施したイニシアティブの件数 
c. さまざまなパートナーから流動化したリソースの量 
d. 開発された試作品、製品、サービスの数 

• 構築され実施された人材育成および研究開発プログラムの数。 
a. トレーニングを受けた人数 
b. トレーニング・ワークショップおよび会議の実施回数 

行動1.2.ASEAN科学技術ネットワーク（ASTNET）の活用を強化し持続するとと
もに、その他の科学技術ネットワークを充実させ情報共有を促進する。 
• ASTNETおよび他の科学技術ネットワークにアクセスしたユーザー数。 
• ASTNETに情報を提供した連絡窓口と機関数。 
• 提供された質の高い情報量。 

a. ASEANで利用可能な技術や専門知識（特定領域の研究者、学者、著名人な
ど）に関する情報 

b. ASEANで利用可能な科学技術インフラ（中核拠点、サイエンス・パーク、
資金提供機関など） 

行動1.3 知的財産権の保護、共同研究のリスクと利益の共有メカニズム、中核拠
点間の技術移転などの政策枠組みを構築する。 
• ASEAN共同研究のために定められたMOU・MOAの件数。 
• 中核拠点およびその他の関連パートナー間における知的財産権や技術移転に

関する政策提言、ガイドラインおよび基準の数。 

行動1.4 持続可能な開発目標を含む優先分野における既存の域内STIイニシア
ティブを強化する。 
• 特定され実施された優先分野のプログラム・プロジェクト・活動の数。 
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2.人材の流動化、人と人のつながり、包摂性 

要点2：科学者と研究
者の流動性や人と人
とのつながりを強化
し、女性や若者のSTI
への参加を増やす。 

行動2.1 女性や若者を含む科学者、研究者、学生の交流のための政策枠組みを構
築する。 
• 交流プログラムに関してASEANおよびその他のパートナー間で確立された

MOUまたはその他の関連施策の数。 

行動2.2 学生や研究者、その他のSTI人材向けに奨学金、フェローシップや派遣
プログラムを創設する。 
• 奨学金・フェローシップ・派遣プログラムの実施を支援するASEANのメカニ

ズム（B2B、G2G、G2Bなど）の数。 
• ASEAN およびその他のパートナーとの間で創設し実施した奨学金・フェロー

シップ・派遣プログラムの数。 
• ASEANおよび非ASEAN諸国で流動化されたSTI人材の数。 
• ASTNETおよびその人材流動化データベース（行動1.2に該当）にアクセスす

るユーザー数。 

行動2.3 教育や技術的能力の認証および認定の標準化に向けた取り組みを強化
する。 
• 他の関連ASEAN機関（ACCSQなど）とともに促進・調整した認証および相互

承認協定（MRA）の数。 
• 基準と認証に関するASEAN関連機関の間の協力（トレーニング、啓発活動、

コンサルティングなど）の数。 

行動2.4 女性や若者、恵まれない立場にある人たちがSTIに貢献する機会を、イ
ンセンティブや支援メカニズムを通じて拡大する。 
• 創設され実施された資金提供およびその他の支援メカニズムの数。 
• 創設され実施されたインセンティブ、プログラムや賞の数。 
• プログラムに参加した女性、若者、恵まれない立場にある人たちの数。 
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3.企業支援 

要点3：革新的なシス
テムとスマートな
パートナーシップを
対話国などのパート
ナーと確立して、中小
零細企業（MSME）を
支援する科学技術イ
ノベーション（STI）
企業を育成するとと
もに、知識創造とSTI
アプリケーションを
促進して、競争力を高
める。 

行動3.1 メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、
STI企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段階まで支援し育成する。 
• 共同出資取り決めに基づいて中小零細企業を含むSTI企業支援のために実施

したイニシアティブの数。 
• ASEANのバリューチェーンにおいて技術移転を促進し、さまざまなSTI企業を

連携させるメカニズムと施策の件数。 
• 実施した広報活動の件数（ソーシャルメディアやインキュベーター企業、投

資家への結び付け、貿易・技術見本市などをつうじたものなど）。 

行動3.2 対話国などの戦略的パートナーを、適切かつ事業的に実行可能なSTIイ
ニシアティブに関する共同事業に参加させる。 
• 構築され実施された施策（ROP、共同出資メカニズムなど）の件数。 
• 流動したリソースの量。 
• 実施した共同イニシアティブの件数。 

 

4.社会の認知とSTI文化の醸成 

要点4：ASEAN科学技
術協力を促進するた
め、市民の意識向上を
図るとともに、STI文
化の醸成を強化する。 
 

行動4.1 ASEAN食料会議（AFC）やASEAN科学技術イノベーション週間 
（ASTIW）などのASEAN科学技術イベントへの科学者、研究者、産業界の参加
を奨励する。 
• 広報資料が共有・作成されたASEANの科学技術イベントの数。 
• ASEANおよび非ASEAN諸国、特に民間セクターの参加者数。 
• イベントから派生し実施される社会の認知度を高める新イニシアティブの

数。 
• ASEANのSTIを特に若者や女性、恵まれない立場の人たちなどのステークホル

ダーに紹介し普及させるために行う新規イベント数、授与される表彰・賞数。 

行動4.2 「ASEAN開発のための科学技術ジャーナル（AJSTD）」などのジャー
ナルに掲載される記事の内容を充実させる。 
• AJSTDが受理した原稿の本数。 
• AJSTDに記事を提出した国数。 
• 国際科学インデクシングおよび他の査読付きジャーナルによる引用件数。 
• AJSTDに提出された論文のうち受理された割合。 

行動4.3 STIにおけるASEANイニシアティブの広報にASTNETを活用する。 
• 広報資料がASTNETで共有されたASEANのSTIイベントの件数。 
• 提供された質の高い情報の量。 

a. ASEANで利用可能な技術や専門知識（特定領域の研究者、学者、著名人な
ど）に関する情報 
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b. ASEANで利用可能な科学技術インフラ（中核拠点、サイエンス・パーク、
資金提供機関など） 

行動4.4 官民両部門の諸機関における情報共有と技術協力を促進するため、リ
ソースのデータベースとネットワークを整備する。 
• ASTNETにおいてアップロードや更新が行われたASEAN STIのリソース・

データベースの数。 
• 情報共有と技術協力を促進するために構築されたネットワークの数。 

行動4.5 効果的なコミュニケーション・STI文化醸成計画の策定と実施に、関係
するステークホルダーを参加させる。 
• STIのコミュニケーション・文化醸成計画の策定に参加したステークホルダー

の数。 
• 実施した認知度向上プログラムの数。 
• STIの認知度向上のための関連ステークホルダーとの共同事業の数。 

F.2. 成果指標 

F.2.1. 研究開発費 

• 総研究開発費（GERD）1 

• GERD のうち産業界の支出割合 1 

• GERD のうち政府の支出割合 1 

F.2.2. 研究開発に携わる人的資源 

• 研究開発人材数（国民 100 万人当たりの人数）1 

• 研究者数（国民 100 万人当たりの人数）1 

F.2.3. 科学技術の成果（年間） 

• 特許出願件数 1 

• 特許取得件数 2 

• 科学技術出版物の件数 3 

• 被引用論文 h 指数 3 
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F.2.4. 人材の流動化 

• 創設された交流プログラム、奨学金、インターンシップ 

• 外国人研究者数（流入）4 

• 地元から離れる研究者数（流出） 4 

F.2.5. 知識のインパクト 

• ハイテクおよびミディアムテクの生産高（製造業全体の生産高に占める割合）3 

• 事業化スピンオフの件数 2 

F.2.6. 知識の普及 

• ロイヤルティおよびライセンス料収入合計（サービス輸出額に占める割合％）3 

• ハイテク輸出額 （米ドル）3 

• 通信、コンピュータ、情報サービスの輸出額（米ドル）3 

F.2.7. STI 文化 

• STI 見本市の件数 5 

• 技術普及率 5 

• 科学技術キャリアに関心を持つ個人が人口に占める割合 5 

• 科学者、技術者、研究者が人口に占める割合 5 

参考文献 

1 OECD. (2016), Main Science and Technology Indicators, Vol. 2015/2, OECD Publishing, Paris. 
2 Seppo, Marge, and Alo Lilles, Indicators measuring university-industry cooperation, Discussions 

on Estonian Economic Policy 20.1 (2012): 204. 
3 Cornell University, INSEAD, and WIPO (2015): The Global Innovation Index 2015: Effective 

Innovation Policies for Development, Fontainebleau, Ithaca, and Geneva. 
4 European Commission, Deliverable 7 - Researcher Indicators Report, Support for continued data 

collection and analysis concerning mobility patterns and career paths of researchers. 
http://ec.europa.eu/euraxess/pdf/research_policies/ more2/Indicators%20report.pdf 

5 Benoit Godin and Yves Gingras, What is scientific and technological culture and how is it 
measures? A multidimensional model, Public Understanding of Science, January 2000 vol.9 no.1, 
Page 45-58.  
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G. 実施の取り決め 

G.1. 実施のメカニズム 

ASEAN 科学技術大臣会合（AMMST）が、APASTI 2016-2025 の実施について総合的なガイダンスと
助言を提供する。AMMST はまた、APASTI 2016-2025 および ASEAN 共同体 2025 年ブループリント
で示された主要な問題、課題および共通の関心に対処するための将来のプログラム・活動に関するさら
なる方向性とガイダンスを提供する。 

科学技術委員会（COST）は、COST およびその補助機関によるプログラムや活動内容の策定、モニ
タリング、実施を主導、指示、監督する。 

COST 諮問委員会（BAC）は、適切な業績評価メカニズムを確立し、ASEAN COST 小委員会の作業
計画に沿ってそのさまざまなイニシアティブの実施状況を評価し、APASTI 2016-2025 の進展、モニタ
リング、レビュー、評価を円滑化する。 

COST 小委員会（SC）は、APASTI 2016-2025 のテーマ別優先事項を支援するため、それぞれの作業
計画に基づく具体的なプログラムと活動の評価を行う。 

ASEAN 事務局は、APASTI 実施計画の実施を促進するため、COST、BAC、小委員会を補佐する。 

G.2. リソースの流動化 

APASTI 2016-2025 の優先分野の下で STI プログラム・活動を実施するために、COST は以下を検討
する。 
 
a. ASEAN 加盟国の全部または一部からの直接拠出（費用分担取り決め） 
b. ASEAN のプールされたソース（すなわち ASTIF と ADF） 
c. 外部資金（すなわち ASEAN 対話国、関連する域内および国際機関、民間セクターなど） 

G.3. モニタリングと評価 

BAC は ASEAN 事務局の補佐を受け、APASTI 2016-2025 の進捗状況を定期的にモニタリングして評
価し、COST や AMMST の会合に提出する。APASTI 実施計画の定期的なモニタリングと評価のための
ガイドライン・メカニズムの枠組みは BAC が策定する。 
 

*** 
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付録 

付録 1： バイオテクノロジー小委員会（SCB）の作業計画 

付録 2： 食料科学技術小委員会（SCFST）の作業計画 

付録 3： 科学技術インフラ・リソース開発小委員会（SCIRD）の作業計画 

付録 4： 気象学・地球物理学小委員会（SCMG）の作業計画 

付録 5： マイクロエレクトロニクス・情報技術小委員会（SCMIT）の作業計画 

付録 6： 海洋科学技術小委員会（SCMSAT）の作業計画 

付録 7： 材料科学技術小委員会（SCMST）の作業計画 

付録 8： 持続可能エネルギー研究小委員会（SCSER）の作業計画 

付録 9： 宇宙技術応用小委員会（SCOSA）の作業計画 
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付録 1：バイオテクノロジー小委員会（SCB）の作業計画 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. ASEANの生命倫理の課題
－生命倫理に関連する課
題の検討 

クアラルンプールでSCB委員の生
命倫理会合を実地またはオンライ
ンで開催する。 
 
新興技術に関する生命倫理ワーク
ショップ・フォーラム・対話を開催
する。 

• ASEAN各国における生命倫
理課題に関する情報共有。 

• ワークショップ・フォーラ
ム・対話に参加した研究者・
学生の人数。 

SCBマレーシア x x x x x x x x x x 

2. バイオテクノロジーおよ
びヘルスケア分野におけ
る個人の知識ベースの向
上 

ヘルスケア担当者との会合を開き
ベスト・プラクティスを共有する。 

• 会合への出席者数。 
• フィードバック調査。 

SCBの省庁、病院、学
界 

x x x x x x x x x x 

3. バイオテクノロジー人材
育成プログラム 

研究を基礎としたトレーニングを
タイで開催し、ASEANの発展途上
国の若手研究者に対しバイオテク
ノロジーのさまざまなテーマにつ
いてフェローシップを提供する。 

• トレーニングを受けた研究者
数。 

SCBタイがSCBの連
絡窓口と連携 

x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

4. 研究、技術開発・移転、
政策立案のためのバイオ
テクノロジーのスキル
（人材）とインフラ（研
究施設）の整備。 

バイオテクノロジーの技術開発・移
転や農業人材育成のための組織的
な能力を強化する。 

• 少なくとも年間1人の専門家
がトレーニングを終了。 

選ばれたSCB加盟国
（カンボジア、ラオ
ス） 

x x x x x x x x x x 

農業向けのバイオテクノロジー研
究開発のための研究所の設立や既
存研究所の強化。 

• 少なくとも新たなバイオテク
ノロジー研究所の設立。 

   x x x x    

5. トレーニングを受けて診
断検査の最新スキルを身
に付けた人材を増やす。 

診断のスキルと技術に関する定期
的な年次トレーニングを実施する。 

• トレーニングを受けた人数。 SCB、病院、学界 x x x x x x x x x x 

6. 市場で有望な診断製品を
持つASEAN諸国の大学や
企業がその開発を加速で
きる。 

診断開発（DxD）ハブを活用する。
これは、シンガポールの国立研究財
団が資金を提供するA*STARの機
関であり、診断製品開発の加速が可
能で、優れた臨床、産業、資金調達
ネットワークを有する。DxDハブと
ASEANの同様の組織であるASEAN 
NDIは、DxDハブとアフリカ医薬・
診断イノベーション・ネットワーク 
（A-NDI）の間の従来の協議を基礎
に、ASEAN諸国で特に負荷の高い
感染症（例えば結核やマラリア）の
分野において、診断技術の製品化を
加速するための臨床ネットワーク
の拡大に協力できる。 

• 協議したプロジェクトの数。 
• 委員が提出したプロジェクト

の数。 
• プロジェクト合意の数。 

DxD、A*STAR（シン
ガポール）、
ASEAN-NDI 

x x x x x x x x x x 

7. バイオテクノロジーの研
究開発に関する国家戦略
の策定。 

バイオテクノロジーの研究開発を
支援するためリソースを流動化す
る。 

• バイオテクノロジー研究開発
の国家戦略。 

選ばれたSCB加盟国
（カンボジア） 

  x x x x     
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

8. 研究およびバイオテクノ
ロジー実証施設。 

バイオテクノロジー研究・実証のた
めの国家中核拠点を設立する。 

• バイオテクノロジーの国家中
核拠点。 

選ばれたSCB加盟国
（カンボジア、ラオ
ス） 

   x x x x x x x 

9. ASEAN諸国におけるバイ
オセーフティー規制実施
の経験の共有を通じた能
力構築により、遺伝子組
換え生物に関するバイオ
セーフティー研究プロト
コルを調和させる。 

ASEAN地域におけるバイオセーフ
ティー・ガイドラインとバイオセー
フティー研究プロトコルの調和に
関する国際会議（2017年にフィリ
ピンで開催） 。 

• ASEAN地域におけるバイオ
セーフティー規制に関する認
知度の向上。 

フィリピン、SCB委
員、バイオセーフ
ティー組織 

  x x x x     
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行動1.2.ASEAN科学技術ネットワーク（ASTNET）の活用を強化し持続するとともに、その他の科学技術ネットワークを充実させ情報共有を促進する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

10. SCB情報のウェブ・ポー
タル構築。 

ASEAN加盟国のSCB活動に関連す
る国家機関のリストを作成する。 

• ユーザー数とウェブサイトの
訪問者数。 

• フォーラムページのアクティ
ビティー。 

SCB x x x x x x x x x x 

農業向けバイオテクノロジーの
データベース・システム開発。 

• 組織化したバイオテクノロ
ジーのデータベースを構築。 

選ばれたSCB加盟国
（カンボジア） 

   x x x x    

インターネットでアクセスできる
既存のバイオテクノロジー情報共
有システムを改訂し更新する。 

• 構築された情報共有システ
ム。 

選ばれたSCB加盟国
（カンボジア） 

   x x x x    

11. ASEAN-NDIウェブサイ
トの更新情報や、SCBの
下で完了した他のプロ
ジェクトからの資料の収
集。 

SCBの下でのワークショップ・プロ
ジェクトからトレーニング教材の
更新や収集を行う。 

• 完了したプロジェクトからの
更新情報（データベース）・
教材。 

SCB（ブルネイ、フィ
リピン） 

x x x x x x x x x x 
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行動1.3.知的財産権の保護、共同研究のリスクと利益の共有メカニズム、中核拠点間の技術移転などの政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

12. 農業におけるバイオテク
ノロジー応用と情報管理
のための政策の策定。 

ニーズ評価と政策形成を行う。 • ニーズ評価に関する調査報告
書。 

選ばれたSCB加盟国
（カンボジア、インド
ネシア、マレーシア） 

 x x        

• バイオテクノロジー応用に関
する政策文書。 

• ASEAN加盟国におけるバイ
オテクノロジー政策評価委員
会の設置。 

   x x x x    

13. 農業におけるバイオテク
ノロジー政策の実施を支
援するガイドラインの策
定。 

バイオテクノロジー応用および情
報管理のガイドラインを策定する
ために省庁横断のバイオテクノロ
ジー技術作業部会を設置する。 

• ASEAN加盟国の科学者同士
の協力の構築。 

• バイオセーフティーに関する
ISOおよび食品コーデックス
規格、カルタヘナ議定書の用
語に対する認知度の向上。 

• 農業におけるバイオテクノロ
ジー応用と情報管理のための
ガイドライン。 

選ばれたSCB加盟国
（カンボジア） 

   x x x x x x x 
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行動1.4 持続可能な開発目標を含む優先分野における既存の域内STIイニシアティブを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

14. 農業バイオテクノロジー
におけるSCBの重点分野
は、作物の品種改良や病
害抵抗力の向上、収穫の
増加を目指すことにあ
る。その他、プロバイオ
ティクス製品による微生
物発酵のような分野も潜
在的な市場性がある。 

COSTの会合でSCFSTと共同セッ
ションを行う。 

• 共同プロジェクトの件数。 
（2025年まで2プロジェク
ト） 

SCB、SCFST  x x x x x x x x x 

15. APASTI 2016-2025の新
たな優先分野に沿って特
定されたSCMSATの優先
分野。 

COSTの会合でSCMSATと共同
セッションを行う。 

• 共同プロジェクトの件数。 
（2025年まで2プロジェク
ト） 

SCB、SCMSAT  x x x x x x x x x 
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要点 4： 
ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 

行動4.4.官民両部門の諸機関における情報共有と技術協力を促進するため、リソースのデータベースとネットワークを整備する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

16. ASEAN微生物利用ネット
ワーク（AnMicro）。 

ネットワークの会合を定期的に開
催し、委員が作業計画を話し合い、
活動を開始する。 

• ネットワークのメンバー数。 BIOTEC、AnMicroの
事務局を務めるタイ 

x x x x x      

地域コース、ワークショップなどの
能力構築活動を開催する。 

• 活動件数。 
• 各活動に参加した研究者・学

生の人数。 

x x x x x      

17. 健康と環境に関する
ASEAN-NDI能力構築。 

地域コース、ワークショップなどの
能力構築活動を開催する。 

• 各活動に参加した研究者・学
生の人数。 

ASEAN-NDI  x x        

 

*** 
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付録 2：食料科学技術小委員会（SCFST）の作業計画 

A. SCFST 作業計画の要約 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. 専門家のネットワーク
（学界、研究機関、規制
当局、産業界）。 
 
以下に関するASEANのベ
スト・プラクティスやガ
イドライン 
a. 食品の取り扱い 
b. 食品開発 
c. 食品加工 
d. 食品パッケージング 
e. 事業化 
f. 食品分析の方法 
g. 食品の安全性と品質 
 
食料科学技術に関する技
術論文（学術出版物、ポ
スター、記録、ジャーナ
ルやガイドブック）。 

以下についてトレーニングやワー
クショップを実施する。 
• バイオセンサー開発 
• スマート・パッケージング 
• 機能性食品 
• ポストハーベスト技術 
• 新興技術 
• 食品の安全性と品質 
• CLMVのトレーナーのトレーニ

ング 
• 食品イノベーション・センター

のベスト・プラクティスのト
レーニング 

 
 
食料会議を開催する 

• トレーニングを受けた人数。 
• トレーニング・マニュアルや

報告書、提言の数。 
• トレーニングを受けたトレー

ナーの人数。 
• 実施された技術・職業トレー

ニングのモジュール。 
• トレーニングを受けた中小零

細企業数。 
 
 
 
 
 
 
• 参加者数、発行された抄録集

や記録。 

SCFST、ASEAN加盟
国、業界、他の関連組
織 

x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 
 成果 

• 以下の優先分野に関
するトレーニングお
よび研究開発をつう
じて、食料科学技術に
おけるAMSの人材協
力を強化。機能性食
品、食品の安全性と品
質、ポストハーベスト
技術、新興技術の応
用。 

• 優先分野のさまざま
な関連部門において
トレーニングを受け
た人員の増加。 

• 能力開発、技術移転、
事業化のための効果
的なエコシステム創
出に向けた科学技術。 

以下について研究開発を行う。 
• インテリジェント・パッケージ

ング 
• 機能性食品 

• 知的財産権の件数。 
• 出版物。 
• 技術移転。 

 
x x x x x x x x x x 

注記： 
要約すると、上記の成果、特定の活動・プロジェクト、指標は、APASTI 2016-2025 の以下の戦略的要点と行動に一致している。 

a. 戦略的要点 1：学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業
化のための効果的なエコシステムを構築する。 

行動 1.1：人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与
を強化する。 

b. 戦略的要点 2：科学者と研究者の流動性や、人と人とのつながりを強化し、科学技術イノベーションへの女性や若者の参加を増やす。 
行動 2.3：教育や技術的能力の認証および認定の標準化に向けた取り組みを強化する。 

c. 戦略的要点 3：革新的なシステムとスマートなパートナーシップを対話国などのパートナーと確立して、零細・中小企業（MSME）を支援
する科学技術イノベーション（STI）企業を育成するとともに、知識創造と STI アプリケーションを促進して、競争力を高める。 
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行動 3.1：メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、STI 企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段
階まで支援し育成する。 

d. 戦略的要点 4：ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 
行動 4.1：ASEAN 食料会議（AFC）や ASEAN 科学技術イノベーション週間（ASTIW）などの ASEAN 科学技術イベントへの科学者、研

究者、産業界の参加を奨励する。  
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B. SCFST 作業計画の詳細 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. バイオセンサーの開発と
精選されたバイオセン
サーの使用について科学
者30人のトレーニング。 
 
成果 
(i) バイオセンサーの研

究ネットワークの形
成。 

(ii) ASEANが食品汚染物
質をモニタリングす
るバイオセンサーの
生産および食品の安
全性確保の能力を持
つ 

(iii) ASEANが各国のハラ
ル・システムの一部と
してこのバイオセン
サーを適応させる能
力を持つ。 

(i) バイオセンサーの開発と食品
中の汚染物質のモニタリング
への応用に関するトレーニン
グ・ワークショップ。（食品中
の汚染物質のモニタリングお
よび生肉と加熱肉の試料の両
方における豚の汚染のモニタ
リング、生鮮品のモニタリン
グ。） 

• バイオセンサー開発のノウハ
ウを有する科学者数：30人。 

• 新しい研究ネットワークの形
成：1。 

• 開発した3つの食品汚染物質
用バイオセンサー適用の普
及。 

SCFST、マレーシア農
業研究開発研究所 
（MARDI）、シンガ
ポール・ポリテクニッ
ク、UBD （ブルネイ）、
ASEAN加盟国、産業
界 

x x         
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

2. (i) ASEAN諸国で製造さ
れた冷凍食品の品質
と安全性をモニター
するためのインテリ
ジェント・パッケージ
ングの応用。 

(ii) ASEANの食品の包装
と取り扱いを評価す
るRFID追跡システム
の使用。 

(iii) 食品の無駄を減らし
食品の安全性を高め
る機能性パッケージ
ング（バリア性、防
虫） 。 

 
成果 
1. 機能性パッケージン

グおよびスマート・
パッケージングに関
する研究協力ネット
ワークの構築。 

スマート・パッケージング（抗菌） 
開発のトレーニング・ワークショッ
プ。 
 
冷凍食品の品質と安全性をモニ
ターするインテリジェント・パッ
ケージングと、ASEAN食品の包装
と取り扱いを評価するためのRFID
追跡システムの応用に関する共同
研究開発。 
 
機能性パッケージングの開発に関
するワークショップ（プロジェクト
1との結合可能） 。 

• 機能性フィルムや抗菌フィル
ムの開発、インテリジェン
ト・パッケージング、RFID追
跡システムに関するノウハウ
を持つ科学者の人数：科学者
20人。 

• 新しい研究ネットワークの形
成：1。 

SCFST、MARDI、
ASEAN加盟国、対話
国 

  x x x      
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 2. ASEANが、食品の安
全性を確保するため
機能性パッケージン
グ（バリア性、防虫性）
やスマート・パッケー
ジング （抗菌性） を
生産する能力を持つ。 

3. ASEANが、ASEANの
食品の取り扱い、品質
と安全性のモニタリ
ングにスマート・パッ
ケージングを使用す
る能力を持つ。 

             

3. 食品分析と安全性の新規
開発・前進に関して科学
者にトレーニングを実
施。 
 
成果 
i. 食品分析の分野で新

たな開発と技術に科
学者が関与する。 

ii. ASEANが食品分析に
新たな手法を使う能
力を持つ。 

食品分析の理論と実践の両面に関
するトレーニング・ワークショッ
プ。 
 
ブルネイの要請：マーガリン・食用
油中のトランス脂肪酸の検出。 

• 食品分析の技術開発と進歩に
関する知識を有する科学者の
人数：20人。 

• 開発された3つ以上の手法の
応用と技術の普及。 

SCFST、シンガポー
ル・ポリテクニック
（SP）、ASEAN加盟
国、産業界 

x x x        

 
iii. 食品分析で直面する

課題を共有し、それを
克服するためのベス
ト・プラクティスを開

 
• 応用が関連する業界セクター

の1つで採用される。 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

発する。 

4. 次の分野で研究者をト
レーニングする。 
1. 果物・野菜（F－V） 

コーティングの開発 
2. コーティング製造の

ための機械および設
備の設計 

3. コーティングのF－V
への応用 

4. コーティングに先立
つF－V前処理と保存
状態 

5. コーティングおよび
コーティングされた
F－Vの品質 

表面コーティング製造および果
物・野菜の保存品質向上への応用に
関するトレーニング・ワークショッ
プ。 

• 果物コーティング開発のノウ
ハウを有する科学者数：20
人。 

• 新しい研究ネットワークの形
成：1。 

• かんきつ類、マンゴー、ヤン
グココナッツ、パッションフ
ルーツ向けに4種のフルーツ
コーティング適用の普及。 

ホスト組織：ベトナム 
 
協力機関 
 
SCFST、ベトナム農業
工学・ポストハーベス
ト技術研究所 
（VIAEP）、MARD傘
下のその他の研究機
関、ASEAN加盟国、
対話国、アメリカ専門
家 

  x x       



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2022-PD-ASE02 

53 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 成果： 
i. 表面コーティングの

使用によって新鮮な
果物および野菜の収
穫後の損失を低減す
る効果的かつ低コス
トの簡単な技術を、特
定されたAMS向けに
提供。 

ii. コーティング生産の
原料として、合成原料
や輸入原料の使用に
代わって、ASEANの
天然資源の使用を増
加。 

             

5. 研究者へのナノテクノロ
ジー応用トレーニング。 

ASEAN加盟国向けのナノテクノロ
ジー応用に関するワークショップ
とトレーニング。 

• 科学者20人のトレーニング。 インドネシア連絡窓
口、LIPI、SCFST連絡
窓口、ASEAN 加盟
国、対話国、産業界 

    x      
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要点 2： 
科学者と研究者の流動性や、人と人とのつながりを強化し、科学技術イノベーションへの女性や若者の参加を増やす。 

行動2.3.教育や技術的能力の認証および認定の標準化に向けた取り組みを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

6. (i) ASEAN 6 TVET基準
に準拠したトレーニ
ング・モジュール 

(ii) 食品加工、保存技術、
その他の評価コース
について18人の訓練
を実施（CMLVとフィ
リピン） 

(iii) 各参加国が実施し、実
施機関がモニターし
た事例研究の文書化 

(iv) トレーニング・プログ
ラム全体の記録 

ASEAN技術職業訓練プログラム
（ATVET）の構築：食品加工技術
と品質保証に関するトレーナーの
トレーニング。 
 
地元および地域の市場ニーズに対
応する技術トレーニング・プログラ
ム。 

• トレーニングを受けた参加者
数：18. 

AMS、DOST-ITDI  x x        
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要点3： 
科学者と研究者の流動性や、人と人とのつながりを強化し、科学技術イノベーションへの女性や若者の参加を増やす。 

行動3.1.メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、STI企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段階まで支援し育
成する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

7. ASEAN諸国向けの適切な
機器の設計と製作に関す
るトレーニングを参加者
20人に実施。 

プロセス・エンジニアリングに関す
る域内の能力強化プロジェクト：
ASEAN諸国向けの適切な機器の設
計と製作。 

• 新しい研究ネットワークの形
成。 

• 科学者20人のトレーニング。 

DOST-ITDI、タイおよ
びシンガポールの参
加者間の協力：
ASEAN加盟国 

  x x       

8. ASEAN加盟国から20人
の参加者－生産性と競争
力の向上に向けた革新的
なテクノロジーの採用に
関する情報共有。 

ASEAN加盟国発展のためのFICの
創設と運営に関するベスト・プラク
ティスの共有。 

• トレーニングを受けた中小零
細企業数。 

DOST-ITDI  x         
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要点 4： 
ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 

行動4.1.ASEAN食料会議（AFC）やASEAN科学技術イノベーション週間（ASTIW）などのASEAN科学技術イベントへの科学者、研究者、産業界の参
加を奨励する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

9. 1回当たり参加者350人の
会議を開催し、食品産業
に関連する最新の技術的
問題に関する知識を高め
る。 
(i) ASEAN食料会議（隔

年に開く会議で
ASEAN COSTのフラ
グシップ・プロジェク
ト）。 

(i) ASEAN食料会議（隔年に開く会
議でASEAN COSTのフラグ
シップ・プロジェクト）。 

 
プロジェクト1－AFC 15（ベトナ
ム）17 
 
プロジェクト2－AFC 16（インドネ
シア）19 
 
プロジェクト3－AFC 17（マレーシ
ア）21 
 
プロジェクト4－AFC 18（ブルネ
イ）23 
 
プロジェクト5－AFC 19（タイ）25 

• 会議当たりの参加人数：350. 
 
• 会議当たりの発表論文本数：

160. 

SCFST、ASEAN 
加盟国、対話国、
FIFSTA、産業界 

 x  x  x  x  x 

(ii) ASEANパッケージング会議。  x         
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

10. (i) 機能性食品開発と高
付加価値食品の7つ
のコア技術に関する
知識共有 

(ii) 抗酸化剤および高付
加価値食品をベース
とした機能性食品開
発のベスト・プラク
ティスまたはガイド
ライン 

(iii) ASEANの研究者間の
ネットワーク 

次の活動などを行う。 
 
(i) 抗酸化剤をベースとした機能

性食品開発に関するワーク
ショップやトレーニング・ワー
クショップ 

(ii) 高付加価値食品 
(iii) 先進的な食品パッケージング 

• 各ワークショップにはAMS
から20人が参加。 

• ASEAN共同トレーニング・
ワークショップ。 

タイ／ASEAN加盟国  x x  x      

11. (i) 選択された果物・野
菜・食材のがん化学予
防特性のスクリーニ
ング、特定、分析のた
めの手法に関するマ
ニュアル。 

ASEAN加盟国を対象とした「がん
化学予防としての機能性食品の開
発」に関するワークショップとト
レーニング 

• 化学予防特性をスクリーニン
グし、特定する少なくとも4
つの手法を各AMSで実施す
る。 

インドネシアの連絡
窓口、LIPI、SCFSTの
連絡窓口、ASEAN 加
盟国、対話国、産業界 

 x x  x      
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 (ii) 特定された分野にお
けるASEAN加盟国と
アジアプラス3国間
のネットワークと協
力関係の構築。 

 
• 化学予防に関する機能性食品

の領域において、ASEAN加盟
国やプラス3国の機関の間で
少なくとも1件の研究開発協
力を開始。 

• 少なくとも1つの選択された
天然資源（野菜、果物、スパ
イス、食用植物）をがん化学
予防のための機能性食品とし
て開発。 

           

 

*** 
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付録 3：科学技術インフラ・リソース開発小委員会（SCIRD）の作業計画 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. 以下についてのガイド
ブック・ガイドライン・
提言集： 
a. 人材育成および研究

開発を実施するため
の共同出資スキーム
やスポンサーシップ 

b. 人材の流動化 
c. 施設や専門知識の利

用・共有 
d. 技術予測 
e. STIイニシアティブ

候補の影響の評価 

STIの関連セクターとのワーク
ショップ・協議。 
 
ベンチマーク調査の実施。 

• 作成されたガイドブック・ガ
イドライン・提言集。 

 
• 作成されたベンチマーク調査

報告書。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x         
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

2. 政府、学界、民間セクター
のSTIへの関与について
の現状報告書。 

三重・四重のらせん形プラット
フォームで協議やその他関連活動
を行う。 

• 現状報告書の作成。 SCIRD／AUN、各
COST SC、対話国、そ
の他の関連パート
ナー 

 x x x x      

3. 共同STIイニシアティブ
候補の影響に関する評価
報告書。 

過去および新規のSTIイニシアティ
ブの効果を研究、評価・査定するた
めの関連活動を行う。 

• 評価報告書の作成。 SCIRD／各COST 
SC 

x x x x x x x x x x 

4. ASEANにおけるSTIの進
展とテクノロジーの準備
態勢の現状 

ASEANにおけるSTIの進展状況を
把握するため関連活動を行う。 

• 現状報告書の作成。 SCIRD  x x        

5. ASEANポスト2015 
ビジョンを支える高品質
インフラの科学計量のた
めのロードマップと実施
計画。 

ASEANポスト2015ビジョンを支え
る高品質インフラの科学計量のた
めのロードマップと実施計画の策
定に向けた活動を行う。 

• ロードマップおよび実施計画
の策定。 

SCIRD／EGM  x x x    x x x 

6. 計量に関する専門家グ
ループ（EGM）とACCSQ
の作業部会3（WG3）との
パートナーシップの確
立。 

EGMとACCSQ WG3の協議。 • 共同プロジェクトを特定す
る。 

SCIRD／EGM、
ACCSQ WG3 

x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
 

習熟度テストと認定のための共同
プロジェクト。 

• 共同プロジェクトの実施。 
 

x x x x x x x x x x 

指定されたASEAN計量標準研究所
に、域内の高品質インフラを強化す
るための認定、試験、校正の支援を
提案する。 

• ASEAN計量標準研究所の設
立。 

 x x x       

 

行動1.2.ASEAN科学技術ネットワーク（ASTNET）の活用を強化し持続するとともに、その他の科学技術ネットワークを充実させ情報共有を促進する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

7. 強化され改善された
ASTNET。 

ASTNETの特徴ある機能を強化し
改善する活動を行う。 

• 改善・開発された機能の数。 SCIRD 
COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 

8. STIの関連データベース。 STIのデータベースに含むべき関連
情報の共有に関して、ASEAN加盟
国の関連連絡窓口・機関を特定して
調整する。 

• 特定したデータベース。 
• 情報を提供する連絡窓口と機

関の数。 
• 更新が行われた回数。 
• ASTNETにアクセスしたユー

ザー数。 

SCIRD 
COST 
各SC 

x x x x x x x x x x 
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行動1.3.知的財産権の保護、共同研究のリスクと利益の共有メカニズム、中核拠点間の技術移転などの政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

9. 以下についてのガイド
ブック・ガイドライン・
提言集： 
a. 技術開発と事業化に

おける民間セクター、
中核拠点、政府、その
他の関連パートナー
間の知的財産権に関
する包括的な政策枠
組みを含む共同研究、
資金提供スキームや
スポンサーシップ。 

知的財産の保護および利用に関す
る情報の普及とキャンペーン。 

• 情報の普及やキャンペーンの
実施回数。 

SCIRD x x x x x x x x x x 

ASEAN知的財産協力作業部会
（AWGIPC）と協力する。 

• 作成されたガイドブック・ガ
イドライン・提言集の数。 

SCIRD／AWGIPC x x x x x x x x x x 

10. ASEAN加盟国間でSTIの
成果と利益共有を促進す
るための政策枠組み。 

ASEAN加盟国間でSTIの成果と利
益共有を促進するための政策枠組
みの策定に当たって、対話国やその
他のパートナーなど関連ステーク
ホルダーと協議を行う。 

• 政策の枠組みが決まり整備さ
れた政策の数。 

• 整備された政策枠組み。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x x x x x x 
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行動1.4.持続可能な開発目標（SDGs）を含む優先分野における既存の域内科学技術イノベーション・イニシアティブを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

11. 共同研究開発と移転技術
応用を促進するインセン
ティブを提供するための
ASTIFの利用に関するガ
イドライン。 

ASTIFの利用に関する適切なガイ
ドラインの作成について、COST諮
問委員会（BAC）および全ての小委
員会と協議する。 

• 作成されたASTIFの利用に関
するガイドライン。 

BAC 
SCIRD 
全SC 

x x x x x x x x x x 

要点 2： 
科学者と研究者の流動性や、人と人とのつながりを強化し、科学技術イノベーションへの女性や若者の参加を増やす。 

行動2.1.女性や若者を含む科学者、研究者、学生の交流のための政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

12. 科学者、研究者、学生の
交流のためのガイドブッ
ク・ガイドライン・提言
集。 

ガイドライン・ガイドブック作成に
向けた関連活動の実施。 

• ガイドブック・ガイドライ
ン・提言集の作成。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x      
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行動2.2.学生や研究者、その他のSTI人材向けに奨学金、フェローシップや派遣プログラムを創設する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

13. 奨学金・フェローシッ
プ・派遣プログラムを支
援するためのASTIFや
AUNの利用を含めたメカ
ニズムの構築。 

奨学金・フェローシップ・派遣プロ
グラムを支援するメカニズムの構
築に向けた関連活動を実施する。 

• 構築されたメカニズム。 SCIRD 
BAC 
AUN 

x x x x x      

14. 人材流動化のプラット
フォーム構築。 

食の安全、気候変動、グリーン・テ
クノロジーといった優先分野を設
定する。 

• 特定された優先分野。 SCIRD x          

分野特有の人材需要を特定する。 • 特定された分野特有の人材需
要 

x          

人材データベースのウェブサイト
とATMポータルを整備する。 

• 開発されたウェブサイト・
ATMポータル。 

• ウェブサイト・ATMポータル
にアクセスしたユーザー数。 

x x x        

人材の流動化を支援および強化す
る現行の政策、規則、ガイドライン
を収集する。 

• 枠組みとして収集された政
策、規則、ガイドラインの数。 

  x x x x x x x x 

パイロットATMプログラムの開
始。 

• プログラムをつうじて流動化
した人材の数。 

• 開始したプログラムの数。 

  x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

15. 奨学金・フェローシッ
プ・派遣プログラムの創
設。 

交流プログラムの創設について
ASEAN対話国およびその他のパー
トナーとの調整と協議を行う。 

• 交流プログラムを創設した
ASEANの対話国およびその
他のパートナーの数。 

• 創設された交流プログラムの
数。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x x x x x x 

中国、日本、アメリカなど対話国と
の間で合意された既存のプログラ
ムの実施を継続する。 

• 実施されたプログラムの数。 x x x x x x x x x x 

創設された交流プログラムの認知
度を高めるための広報キャンペー
ンを実施する。 

• 認知度向上キャンペーンの実
施数。 

x x x x x x x x x x 

 
 

行動2.3.教育や技術的能力の認証および認定の標準化に向けた取り組みを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

16. 特定の領域・分野におけ
る科学技術人材に関する
認証・相互承認協定
（MRA）。 

ASEAN加盟国の科学技術人材を中
心とした認証機関の設置を促進す
る。 

• 特定された具体的な領域・分
野。 

• 創設された認証・相互承認協
定（MRA）。 

SCIRD  x x        
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

  科学技術人材の認証の認知度向上
のため啓発活動を行う。 

• 実施した啓発活動の数。     x x x x x x x 

17. ASEANポスト2015ビ
ジョンを支える高品質イ
ンフラの科学計量のため
のロードマップと実施計
画。 

国家計量標準機関（NMS）および
他の関連パートナーとの協議や関
連活動を行う。 

• ロードマップおよび実施計画
の策定。 

SCIRD 
EGM 

x x x x       

一部のAMSにおけるNMSの設立促
進。 

• 国家計量機関（NMS）の設立
件数。 

x x x x x x x x x x 

 
 

行動2.4.女性や若者、恵まれない立場にある人たちがSTIに貢献する機会を、奨励制度や支援の仕組みをつうじて拡大する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

18. インセンティブ・プログ
ラムと賞の創設。 

特に女性、若者、恵まれない立場に
ある人たちへの奨学金やフェロー
シップ、派遣プログラム、それに賞
や表彰などのインセンティブ・プロ
グラムの創設や実施に向けた関連
活動を行う。 

• 創設されたインセンティブ・
プログラムや賞の数。 

• 参加者数（女性、若者、恵ま
れない立場の人たち）。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

19. 特に女性や若者、恵まれ
ない立場にある人たち向
けの奨学金・フェロー
シップ・派遣プログラム
を支援するためのASTIF
やAUNの利用を含めたメ
カニズムの構築。 

特に女性や若者、恵まれない立場に
ある人たち向けの奨学金・奨学金・
派遣プログラムを支援するメカニ
ズム構築に向けた関連活動を実施
する。 

• 構築されたメカニズム。 SCIRD 
BAC 
AUN 

x x x x x x x x x x 

要点 3： 
革新的なシステムとスマートなパートナーシップを対話国などのパートナーと確立して、零細・中小企業（MSME）を支援する科学技術イノベーショ

ン（STI）企業を育成するとともに、知識創造と STI アプリケーションを促進して、競争力を高める。 

行動3.1.メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、STI企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段階まで支援し育
成する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

20. ASEANにおける国家計量
標準の国際慣行への準拠
報告書。 

国際慣行に準拠した国家計量ト
レーサビリティーの設定に関して
国家計量標準機関間で協議を行う。 

• 国家計量トレーサビリティー
の設定における国家計量標準
機関のニーズに関する報告書
の作成。 

SCIRD 
EGM 

x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

  ASEAN各国の国家計量標準機関の
測定能力を判断するための調査を
実施する。 

• ASEAN各国の国家計量標準
機関の測定能力についての作
成された調査報告書。 

  x x    x x   

国家計量トレーサビリティーの設
定に当たり国家計量標準機関の能
力とニーズをマッピングする。 

• 国家計量トレーサビリティー
の設定に当たり国家計量標準
機関の能力とニーズについて
作成されたマッピング報告
書。 

   x x    x x 

21. 共同出資と国境を越えた
技術移転メカニズムの構
築。 

セミナーやワークショップの実施。 • 実施されたセミナーやワーク
ショップの数。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x x x x x x 

共同出資や国境を越えた技術移転
メカニズムに関して対話ワート
ナーおよび他の関連するパート
ナーと協力し、議論する。 

• 構築した共同出資と国境を越
えた技術移転メカニズムの
数。 

x x x x x x x x x x 

ASTNETや他の技術データ共有セ
ンターをつうじて情報を普及させ
る。 

• 構築した広報手段の数。 x x x x x x x x x x 

22. テクノプレナーシップと
市場アクセスを促進する
ための政策枠組みの整
備。 

テクノプレナーシップと市場アク
セスを促進する政策枠組みの整備
に向けた協議および関連活動を行
う。 

• 政策の枠組みが決まり整備さ
れた政策の件数。 

• 整備された政策枠組み。 

SCIRD 
SMEWG 

x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

  ASEAN加盟国の製品やサービスを
紹介する展示会や関連する貿易・技
術の見本市を開催する。 

• 実施された展示会およびその
他の関連する貿易・技術の見
本市の件数。 

  x   x   x   

23. 中小零細企業を支援する
ためのビジネス・イン
キュベーションやメン
ターシップ・コーチング
のプログラムに関するガ
イドラインと施策の策
定。 

中小零細企業を支援するためビジ
ネス・インキュベーションやメン
ターシップ・コーチングのプログラ
ムに関するガイドラインと施策の
策定に向けた協議と関連活動を実
施する。 

• 策定されたガイドラインと施
策。 

SCIRD 
SMEWG 

x x x x x x x x x x 

中小零細企業の啓発や能力構築の
ため、テクノプレナー・コンテスト
などを行う。 

• 実施された啓発や能力構築の
活動の数。 

x x x x x x x x x x 
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行動3.2.対話国などの戦略的パートナーを、適切かつ事業的に実行可能なSTIイニシアティブに関する共同事業に参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

24. 対話国および他のパート
ナーとの共同STI研究に
関する関連文書（MOU、
MOA、MOC、LOIなど）
の正式合意。 

関連する文書の作成において対話
国およびその他の関連するパート
ナーと引き続き協力する。 

• 作成された関連文書。 SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x      

25. STIにおける共同事業を
促進するための共同出資
メカニズムの構築。 

共同出資メカニズムを策定し実施
するための手続き規則（ROP）を起
草する。 

• 策定されたROPと共同出資
メカニズム。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x      

ASEANにおける共同STI事業を促
進するために適用できる可能性の
ある既存の共同出資メカニズムを
査定・評価する 

• 作成された査定・評価報告書。      x     

26. 相互利益のある分野およ
び事業的に実行できる可
能性のあるSTIイニシア
ティブのリスト。 

相互利益のある分野や事業的に実
行できる可能性のあるSTIイニシア
ティブを特定するため、対話国や他
のパートナーとのマッピング演習
を実施する。 

• 作成されたマッピング演習報
告書。 

• 特定された相互利益の数。 
• 特定された事業的に実行でき

る可能性のあるSTIイニシア
ティブの数。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

 x x x x x x x x x 
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要点 4： 
ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 

行動4.1.ASEAN食料会議（AFC）やASEAN科学技術イノベーション週間（ASTIW）などのASEAN科学技術イベントへの科学者、研究者、産業界の参
加を奨励する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

27. ASEANの科学技術イベン
トの認知度を高めるため
の広報資料を作成し、関
連するASEAN科学技術省
のウェブサイトやソー
シャルメディア・アカウ
ントとのリンクを構築す
る。 

ASEANの科学技術イベントに関す
る情報へのアクセスとその共有の
ため、COST補助機関の連絡窓口を
含む各国のCOSTと調整する。 

• 広報資料が共有、作成された
ASEANの科学技術イベント
の数。 

• ウェブサイトおよびソーシャ
ルメディア・アカウントへの
リンク数。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x x x x x x 

 

行動4.2.「ASEAN開発のための科学技術ジャーナル（AJSTD）」などのジャーナルに掲載される記事の内容を充実させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

28. 科学フォーラムの中から
AJSTDでの出版要件を満
たす最高の論文の選定。 

ASEAN STIイベントで発表される
原稿を募集する。 

• 実施された原稿募集。 SCIRD 
各COST SC 

x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

  論文・要約のリストと著者の連絡先
の詳細を併せてAJSTDの連絡窓口
に提供する活動を行う。 

• 実施された原稿募集。  x x x x x x x x x x 

発表者・著者に論文がAJSTDに掲載
される可能性を通知する。 

• 作成された論文・要約と著者
の連絡先詳細のリスト。 

x x x x x x x x x x 

29. AJSTDが、Scopus（ス
コーパス）の書誌データ
ベースまたは、国際科学
インデクシング（ISI）
ジャーナルや他の査読付
き科学誌に掲載される。 

国際科学ジャーナル・インデクシン
グ・システムの候補を特定する。 

• 特定された国際科学ジャーナ
ル・インデクシング・システ
ムの候補数。 

SCIRD x x         

SCIRDの連絡窓口やASTNET、
ASEAN加盟国の関係省庁のウェブ
サイトなどさまざまな媒体を利用
して論文を募集する。 

• 受領した提出論文の本数。 
 

x x x x x x x x x 
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行動4.3.STIにおけるASEANイニシアティブの広報にASTNETを活用する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

30. STIのイベント、イニシア
ティブ、広報資料 （ポス
ター・記録・さまざまな
COSTイベントの研究論
文集）のASTNETへの掲
載。 

COST補助機関の連絡窓口など各
国のCOSTと調整して、ASEANの科
学技術イベントに関する情報にア
クセスして共有し、ASTNETにアッ
プロードする。 

• 広報資料が共有、作成された
ASEANの科学技術イベント
の数。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x x x x x x 

31. ASEANの関連する科学技
術省およびその他の関係
機関のウェブサイトや
ソーシャルメディア・ア
カウントとのASTNETの
リンク構築。 

ASTNETの開発と強化を継続する。 • ウェブサイトおよびソーシャ
ルメディア・アカウントへの
リンク数。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x x x x x x 

COSTおよびその補助機関の連絡
窓口が、ウェブサイトやソーシャル
メディア・アカウントなど関連する
情報源へのリンクを提供し、その情
報がASTNETにアップロードされ
るようにする。 

x x x x x x x x x x 
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行動4.4.官民両部門の諸機関における情報共有と技術協力を促進するため、リソースのデータベースとネットワークを整備する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

32. ASEANのSTIリソース・
データベースをASTNET
に構築。 

国別COST委員長が、ASEAN STI
リソース・データベースに必要な情
報を提供する責任組織を特定し、指
名する。 

• ASEAN STIリソース・データ
ベースに情報を提供するため
に指名された組織。 

SCIRD 
各COST SC 

 x x x x x x x x x 

特定された責任組織がASEAN STI
リソース・データベースに含めるべ
き必要な情報を定期的に更新する。 

• 更新が行われた回数。  x x x x x x x x x 

33. STIデータベースでの情
報共有を促進するための
インセンティブおよび他
の適切なメカニズムの構
築。 

ASEAN STIリソース・データベー
スの情報共有の促進に向けたロー
ドマップ作成など、適切なメカニズ
ムを協議し整備するため、SCIRD
など責任組織とその他の関連する
ステークホルダーの間で活動を行
う。 
 

• STIデータベースでの情報共
有の促進のために構築された
インセンティブおよびメカニ
ズム。 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

 x x x x x x x x x 
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行動4.5.効果的なコミュニケーション・STI文化醸成計画の策定と実施に、関係するステークホルダーを参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

34. STIコミュニケーショ
ン・文化醸成計画の策定 

全ての小委員会、ASEANおよび対
話国の専門家が、計画の内容に関す
る議論に参加する。 

• STIコミュニケーション・文
化醸成計画の策定 

SCIRD／各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

 
x x   

 
x x  

 

 

*** 
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付録 4：気象学・地球物理学小委員会（SCMG）の作業計画 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. • IODM－ENSO－モン
スーン相互作用とそ
れらの気候学に関す
る研究発表などの科
学的文書。 

• 参加するインド・
ASEAN諸国のための
国および地方スケー
ルのPCを利用した地
域気候予測モデル。 

• 気候影響評価への適
用。 

インド洋ダイポールモード、エル
ニーニョ南方振動（ENSO）、モン
スーンの相互作用およびそれらの
インド・ASEAN諸国への社会経済
的影響 

• 開発され検証された地域気候
モデルの数。 

• 気候予測やシミュレーショ
ン、シナリオの開発のために、
地域気候影響モデルの開発、
検証、適用についてトレーニ
ングを受けた科学者の数。 

• 成果出版物の引用索引の件
数。 

各NMHおよびIMD 
 

x x x      
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
• 月次で統合された

IODM、ENSO、モン
スーンの長期先行予
測。 

• 科学出版物および一
般向け科学出版物。 

 
（主導：インドネシア） 

 
• 成果出版物の引用索引の件

数。 
           

2. • トレーニング教材製
品。 

• トレーニングを受け
た人員。 

 
（主導国：マレーシア） 

ASEAN－大韓民国気象および気候
データ処理・復元共同トレーニン
グ・ワークショップ：ASEAN GCOS
行動計画実施のためのイニシア
ティブ。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

各NMHおよびKMA 
 

x x        

3. • 地域気候変動予測と
気候変動のセクター
別の潜在的影響。 

 
（主導国：フィリピン） 

地球規模の気候変動予測および影
響評価のダウンスケーリングに関
するトレーニングやワークショッ
プの実施。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

各NMHおよび対話国  
 

x        

4. • 鉄砲水警報システム。 
 
（主導国：フィリピン） 

鉄砲水警報システムの開発に関す
るトレーニングやワークショップ
の実施。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

各NMHおよび対話国  
 

x       
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

5. 正確なナウキャストと短
期気象予報。 
 
（主導国：ベトナム） 

利用可能な数値気象予報（NWP）
モデルの結果の解釈と活用強化に
関するトレーニングを実施する。 

（トレーニング） 

• ナウキャストと短期気象予報
を発表しているASEAN諸国
の数。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

ASEAN諸国のNMHS x x         

6. 荒天の正確な警報。 
 
（主導国：ベトナム） 

荒天予報実証プロジェクトの下で
行われるWMOトレーニングへの参
加。 

（トレーニング） 

• 荒天警報を出している
ASEAN諸国の数。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

ASEAN諸国のWMO
とNMHS 

x x x        

7. ASEANの地域スケールの
海洋予測モデル 

沿岸浸水予測（CIF）、海面水温
（SST）、海流モデル（CSM）につ
いてトレーニングを実施する。 

（トレーニング） 

• ASEANの地域スケールで発
表された海洋モデル予測数。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

WMO／JMA／KMA
／CMA とASEAN諸
国のNMHS 

 
x x x       

高潮モデル（SSM）とドラフツ・
アンド・スプレディング・モデル
（DSM）のトレーニング実施 

（トレーニング） 

8. ASEANの地域スケールの
波浪予測モデル 
 
（主導国：インドネシア） 

波浪モデル「WAVE WATCH III」
「SWAN」のトレーニングを実施。 

（トレーニング） 

• ASEANの地域スケールで発
表された波浪モデル予測数。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

WMO／JMA／KMA
／CMA とASEAN諸
国のNMHS 

 
x x x       

波浪モデル「WAVE WATCH III」と
「SWAN」を組み合わせたトレーニ
ングを実施。 

（トレーニング） 

         
 

9. クラウド・シーディング
技術に関する指針。 
 

クラウド・シーディングと人工降雨
の技術に関するワークショップを
実施する。 

• トレーニングを受けた人数。 各NMHおよび対話国  
 

x        
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

（主導国：マレーシア・
タイ・フィリピン） 

（ワークショップ） 

地上からのクラウド・シーディング
などのクラウド・シーディング技術
に関するトレーニングや派遣を実
施する。 

（トレーニング） 

          

10. 気象レーダー品質管理
（QC）とレーダー・デー
タ交換に関するASEANの
枠組み。 
 
（主導国：タイ） 

気象レーダー品質管理（QC）とレー
ダー・データ交換に関するASEAN
の枠組み構築のためのワーク
ショップを実施。 

（ワークショップ） 

• 構築された気象レーダー品質
管理（QC）とレーダー・デー
タ交換に関するASEANの枠
組み。 

WMO／JMA／KMA
／CMAとASEAN諸国
のNMHS 

 
x x x       

11. ASEANの気象レーダー・
データ交換フォーマッ
ト。 
 
（主導国：タイ） 

ASEANのデータ交換フォーマット
として構築すべき気象レーダー・
データ・フォーマットに関するワー
クショップを実施する。 

（ワークショップ） 

• 構築されたASEANの気象
レーダー・データ交換フォー
マット。 

WMO／JMA／KMA
／CMAとASEAN諸国
のNMHS 

 
x x x       

12. 大気拡散モデリングの指
針。 
 
（主導国：インドネシア） 

大気拡散モデリングの開発に関す
るトレーニングを実施する。 

（トレーニング） 

• 大気拡散モデリングを実施し
ているASEAN諸国の数。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

WMO／JMA／KMA
／CMAとASEAN諸国
のNMHS 

 
x x x      
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

13. 火山灰警報の発令に向け
て、域内全体の火山噴火
と火山灰の地域警報を統
合するための指針。 
 
（主導国：インドネシア） 

火山灰警報発令の訓練を実施する。 
（トレーニング） 

• 火山灰警報を発令している
ASEAN諸国の数。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

WMO／JMA／KMA
／CMAとASEAN諸国
のNMHS 

 
x x       

 

 

行動1.2.ASEAN科学技術ネットワーク（ASTNET）の活用を強化し持続するとともに、その他の科学技術ネットワークを充実させ情報共有を促進する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

14. 域内の気候予測に関する
コンセンサス。 
 
（主導国：シンガポール） 

ASEAN気候予測フォーラムを年2
回開催する。 

（フォーラム） 

• 域内について発表される季節
予測の頻度。 

WMO、NOAA、JMA、
KMA、ASEAN諸国の
NMHS 

x x x x x x x x x x 

15. 東南アジア向けにカスタ
マイズされた拡大長期予
測。 

WMOの下でのASEANの長期予報
のための地域気候センター（RCC）
ネットワーク・ノードを設立する。 

（ネットワーク） 

• 東南アジアRCCネットワーク
の設立。 

ASEAN諸国のWMO
とNMHS  

x x x x     
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
 

GPCから入手可能なモデルに基づ
いて域内の長期予測を開発する。 

（プロダクト） 

• 開発された域内の長期予測の
数。 

           

「季節内から季節予測（S2S）」ス
キルの評価とS2Sのタイム・スケー
ル（季節内から季節までの範囲、つ
まり2週間から2か月のリード・タイ
ム）のプロダクト開発に関するト
レーニングを実施する。 

（トレーニング） 

• 開発された季節予測プロダク
トの数。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

長期予報やその他プロダクトを掲
載するサイトを整備する。 

（プロダクト） 

• ASEAN NMHSによるアクセ
スのための運用ウェブサイト
の構築。 

16. • 教材。 
• Eラーニングのトレー

ニング手法。 
 
（主導国：インドネシア） 

トレーニング・ニーズの評価に関す
るワークショップの実施。 

（トレーニング） 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

ASEAN諸国と対話国
のNMHS 

 
 

x x x x    
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行動1.3.知的財産権の保護、共同研究のリスクと利益の共有メカニズム、中核拠点間の技術移転などの政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

17. 世界航空交通計画
（GANP）を地域的に実施
するためのASEANの準備
態勢に関する評価報告
書。 

GANPを地域的に実施するための
ASEANの準備態勢に関する研究を
行う。 

（研究） 

• 作成された評価報告書。 WMO、ICAO、ASEAN
諸国のNMHS 

    
 

x x x   

18. 気象学と航空交通管制
（MET－ATM）の統合に
取り組むための航空気象
学の向上に関するロード
マップ。 

MET－ATMの統合に取り組むため
の航空気象学の能力の向上に関す
るロードマップを作成するワーク
ショップを実施する。 

（ワークショップ） 

• 作成されたロードマップ。 WMO、ICAO、ASEAN
諸国のNMHS 

    
 

x x x   

19. 域内の “One Sky” 政策
の実施に関する気象学・
地球物理学の考察に関す
る報告書。 

域内の “One Sky” 政策の実施に関
する気象学・地球物理学の考察に関
するワークショップの実施。 

（ワークショップ） 

• 作成されたロードマップ。 WMO、IMO、ASEAN
諸国のNMHS 

    
 

x x x   

20. 大気モデル評価ツール
（AMET）で必要とされ
る海上データ共有のため
のメカニズム。 

AMETで必要とされる海上データ
共有のためのメカニズムを構築す
るワークショップを実施する。 

（ワークショップ） 

• 構築されたメカニズム。 WMO／JMA／KMA
／CMAとASEAN諸国
のNMHS 

    
 

x x x  
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要点 4： 
ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 

行動4.4.官民両部門の諸機関における情報共有と技術協力を促進するため、リソースのデータベースとネットワークを整備する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

21. 東南アジア気候評価デー
タセット（SACA&D）の
データ・フォーマットの
適合性検証ソフトウェ
ア。 
 
以下に関する人材育成 
• SACA&D気候デー

タ・フィールド。 
• SACA&Dデータ・

フォーマットの適合
性検証ソフトウェア。 

• SACA&Dの気候デー
タのデジタル化。 

 
（主導国：インドネシア） 

SACA&D気候データ・フィ―ルドに
関するトレーニングを実施する。 

（トレーニング） 

• 開発されたSACA&Dデー
タ・フォーマットの適合性検
証ソフトウェア。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

ASEAN諸国のWMO
とNMHS  

x x x       

オープン・ソースのSACA&Dデー
タ・フォーマットの適合性検証ソフ
トウェアを開発し、ソフトウェアの
使用に関するトレーニングを実施
する。 

（プロダクト、トレーニング） 

OCR技術を用いたSACA&D気候
データのデジタル化に関するト
レーニングを実施する。 

（トレーニング） 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

22. ASEANの気候グリッド・
モデル。 
 
東南アジア気候評価
（SACA）観測をグリッド
化したデータセット、 
SACA－OBS。 
 
（主導国：インドネシア） 

ASEAN地域共同ダウンスケーリン
グ実験（CORDEX）など、気候モデ
ルのためのデータのグリッド化に
関するワークショップを実施する。 

• 特定されたASEANに適した
気候グリッド・モデル。 

• 開発されたグリッド化した
データセットSACA‐OBSの
期間。 

ASEAN諸国のWMO
とNMHS  

x x x x      

23. ASEANにおける東南アジ
ア気候評価データセット
（SACA&D）プロジェク
トの実施に関するロード
マップ。 
 
ASEANデータを含む
SACA&Dリソース・シス
テム。 
 
ASEANにおける
SACA&Dプロジェクトの
実施に関する評価報告
書。 
 
（主導国：インドネシア） 

ASEANにおいて東南アジア気候評
価データセット（SACA&D）プロ
ジェクトを実施するためのロード
マップ作成のワークショップを開
催する。 

（ワークショップ） 

• 作成されたASEANにおける
SACA&Dプロジェクトの実
施に関するロードマップ。 

ASEAN諸国のNMHS x x x x x x     

ASEANにおけるSACA&Dプロジェ
クト実施に関する評価調査を実施
する。 

（調査） 

• 作成されたASEANにおける
SACA&Dプロジェクトの実
施に関する評価報告書。 

ASEANにおけるSACA&Dの実施に
関する国際ワークショップを開催
し、課題を共有してベスト・プラク
ティスと今後の方向性について議
論する。 

（ワークショップ） 

• 開催されたASEANにおける
SACA&Dの実施に関する国
際ワークショップ。 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

24. ASEANにおけるデータ復
元活動の実施に関する
ロードマップ。 
 
過去データのデジタル
化。 
 
復元されたデータセット
の標準フォーマットを生
成するデータ復元プロト
コル。 
 
（主導国：インドネシア） 

ASEAN NMHS向けにデータ復元プ
ログラムの範囲を拡大するため
WMOと協議する。 

（協議） 

• 作成されたASEANにおける
データ復元活動の実施に関す
るロードマップ。 

ASEAN諸国のWMO
とNMHS 

 
 

x x x x x    

ASEANにおけるデータ復元活動の
実施に関するロードマップ作成の
ためのワークショップを開催する。 

（ワークショップ） 

ASEANで復元されたデータセット
の標準フォーマットを生成するた
めのデータ復元プロトコルを確立
する。 

（プロダクト） 

• 確立されたASEANで復元さ
れたデータセットの標準
フォーマットを生成するため
のデータ復元プロトコル。 

25. 地域複合シェイクマップ
を開発するためのASEAN
の準備態勢に関する評価
報告書。 
 
（主導国：インドネシア） 

地域複合シェイクマップを開発す
るためのASEANの準備態勢につい
て研究を行う。 

（研究） 

• 作成された評価報告書。 USG／RIMES／GFZ
およびASEAN諸国の
NMHS 

 
x x x x      

リアルタイムのシェイクマップを
開発するためのトレーニングを実
施する。 

（トレーニング） 

• 国別シェイクマップを作成し
たASEAN諸国の数。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

リアルタイムでの地震リスク評価
と避難のため、USGSシェイクマッ
プをつうじてシェイクキャストV.3
に関するトレーニングを行う。 

（トレーニング） 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

26. 確率論的地震ハザード
マップ。 
 
（主導国：インドネシア） 

活動中の地震の状況と過去の地震
に基づいて、ASEAN各国のPSHA
マップを作成するための確率論的
地震ハザード解析（PSHA）に関す
るトレーニングを実施する。 

（トレーニング） 

• 国別PSHAマップを作成した
ASEAN諸国の数。 

• トレーニングを受けたスタッ
フ数。 

USG／RIMES／GFZ
およびASEAN諸国の
NMHS 

    
 

x x x x x 

27. 共有すべきASEAN全体の
気象学・地球物理学の情
報とその普及メカニズム
に関する研究報告書。 
 
ASEAN 
気象学・地球物理学情報
モバイルアプリ。 
 
（主導国：シンガポール
／タイ） 

共有すべきASEAN全体の気象学・
地球物理学の情報とその普及メカ
ニズムを特定するための研究を行
う。 

（研究） 

• 作成された研究報告書。 
• 開発されたASEAN気象学・地

球物理学情報モバイルアプ
リ。 

ASEAN諸国のNMHS 
 

x x x       

ASEAN気象学・地球物理情報モバ
イルアプリの設計および開発にベ
ンダーが関与する。 

（プロダクト） 
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行動4.5.効果的なコミュニケーション・STI文化醸成計画の策定と実施に、関係するステークホルダーを参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

28. 以下のためにAEICウェ
ブ・ポータルを強化する。 
• インド洋の津波注意

報や警報に関する
BMKGの情報を反映
する。 

• 海面や地震のデータ
の交換を可能にする。 

 
（主導国：インドネシア） 

ベンダーが関与して、インド洋の津
波注意報や警報に関するBMKGの
情報をAEICのウェブ・ポータルに
反映する機能を開発する。 

（プロダクト） 

• 開発された、インド洋の津波
注意報や警報に関するBMKG
の情報をAEICのウェブ・ポー
タルに反映する機能。 

USG／RIMES／GFZ 
およびASEAN諸国の
NMHS、RTSP加盟国 

 
 

x x x x x x x x 

AEICウェブ・ポータルを介して
ASEANがリアルタイムで海面デー
タや地震データを交換するメカニ
ズムを開発するためのワーク
ショップを開催する。 

（ワークショップ） 

• 開発された、AEICウェブ・
ポータル上でリアルタイムの
海面データと地震データを交
換する機能。 

ベンダーが関与して、AEICウェ
ブ・ポータルを介した海面および地
震のデータを交換する機能を開発
する。 

（プロダクト） 

• 開発された、AEICウェブ・
ポータルを介して海面データ
と地震データを交換する機
能。 

 

*** 
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付録 5：マイクロエレクトロニクス・情報技術小委員会（SCMIT）の作業計画 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. 人材育成、通信ネット
ワーキング、スタート
アップを中心としたプロ
トタイピングのためのア
プリケーションツールの
構築。 

ASEAN共同体サービス・プロジェ
クトのための多言語オンライン・モ
バイル辞書 （タイからの提案） 。 

• ASEAN多言語辞書プラット
フォーム。 

AMS 中国／日本／
大韓民国／マイクロ
ソフト 

 
x x x x      

• オンライン多言語辞書のウェ
ブサイト。 

 
 

x x x      

• モバイル辞書アプリケーショ
ンのプロトタイプ。 

  
 

x x      

2. 災害警報システム：地滑り検出プロ
ジェクト （タイからの提案）。 

• AMSにおける実地調査の報
告書。 

AMS 
 

x x        

• システムを理解して自国向け
に再現するため技術者20人
にトレーニングを実施。 

 
 

x x       

• 地滑り検出のために利用され
る災害警報システムのプロト
タイプ。 

 
x x x      
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

3.  モノのインターネット（IoT）のた
めのASEANネットワーク・プラッ
トフォーム・プロジェクト（タイか
らの提案）。 

• クラウドベースのIoTプラッ
トフォーム・アズ・ア・サー
ビス（PaaS）の構築。 

AMS／日本 
 

x x x       

• 域内IoTのウェブサイト作成。 
 

x x x       

• IoTプラットフォーム上での
基礎的なIoT開発のためのト
レーニング・カリキュラムの
設定。 

 
x x x       

• IoTプラットフォーム上で動
作する100を超えるアプリ
ケーションやデバイスの受
信。 

 
x x x       

4. 統合型グリーン・エネルギー・プロ
ファイラー（水力・太陽光・風力）
プロジェクト（マレーシアからの提
案） 。 

• ASEAN諸国のさまざまな河
川のエネルギー・プロファイ
ル群。 

AMS 
 

x x x x x x x x x 

• プロファイラーの技術移転。 

5. IoT付加製造およびドローン・スト
レージシステム・プロジェクト向け
のトレーニング研究施設（マレーシ
アからの提案） 。 

• 製造業向けのIoT技術のイノ
ベーションと向上のための研
究開発の成果。 

AMS 
 

x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

  
 

• IoT技術の製造業の技術者お
よび研究者を年間20人ト
レーニングする。このトレー
ニングを受けた人材がIoTの
製造業を設計できるようにな
る。 

           

• 製造業のIoT分野においてト
レーニングを受けた技術者・
研究者のネットワーク構築。 
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付録 6：海洋科学技術小委員会（SCMSAT）の作業計画 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. 学界と関連パートナーと
の間の開発プログラム： 
• 専門知識の共有。 
• 共同出資スキーム。 
• 能力構築。 

海洋科学技術、海洋安全、安全保障
および環境保護に関する問題に対
処するため、専門知識の観点から、
学界、民間セクターおよび関連する
パートナーの協力を促進する。 
 
プロジェクト： 
1. 南アジアと東南アジアの間の海

運による有害生物移動の程度。 

• 加盟国の参加数。 シンガポール x x         

2. ASEAN-インド海洋用養殖・バ
イオマイニング・バイオレメ
ディエーション技術共同研究開
発。 

フィリピン  
 

x       
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
 

3. 水生生態系における炭素の吸収
と隔離－インドネシア。  

インドネシア  
 

x        

4. 海洋酸性化とその生態学的影響
－フィリピン。 

フィリピン  
 

x        

5. 回遊性海洋哺乳類および他の絶
滅危惧海洋生物の保護－マレー
シア。 

マレーシア  
 

x        

6. 国境を越える石油流出事故への
対応－ベトナム。 

ベトナム  
 

x        

7. 水生藻類を基にしたバイオ燃料
に関する能力構築とネットワー
キング。 

マレーシア  
 

x        

8. 南アジアおよび東南アジアにお
ける海運による外来侵入生物の
移動の程度。フェーズII。
ASEAN-インドバラスト水管理
免除ゾーンに向けて。 

シンガポール  
 

x x x      

9. ASEAN－インド合同海洋調査
クルーズ。 

シンガポール  
 

x x      
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
 

10. ASEAN加盟国における持続可
能な開発と海洋環境保護の推
進に関するASEAN－ロシア・プ
ロジェクト。 

 
未確定          

 

 
 

行動1.2.ASEAN科学技術ネットワーク（ASTNET）の活用を強化し持続するとともに、その他の科学技術ネットワークを充実させ情報共有を促進する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

2. 統合強化されたASTNET ASTNETおよび加盟国の科学技術
ネットワークに関する情報、経験、
知識の相互交換を促進する。有用な
関連ウェブサイトのリンクを
ASTNETで共有する。 

• ヒット・統計情報の件数。           
 

  



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2022-PD-ASE02 

94 

行動1.3.知的財産権の保護、共同研究のリスクと利益の共有メカニズム、中核拠点間の技術移転などの政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

3. ASEAN COSTが提案する
政策枠組みを支援するた
めのコンプライアンス・
ガイドラインの策定とあ
らゆる関連するインプッ
ト。 

小委員会間の対話・ワークショッ
プ・タスクフォースによりコンプラ
イアンス・ガイドラインを起草す
る。 

• 起草・承認されたコンプライ
アンス・ガイドライン。 

          
 

 

行動1.4.持続可能な開発目標（SDGs）を含む優先分野における既存の域内科学技術イノベーション・イニシアティブを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

4. 海洋科学コミュニティー
のためのSTIに関する包
括的な研究およびアウト
リーチのプログラム。 

• 対話・ワークショップを実施し
てプログラムの枠組みを策定す
る。 

 
例えば、以下のプログラム 
1. 外来侵入生物 
2. 海洋養殖、バイオマイニング、

バイオレメディエーション 
3. 海洋藻類からのバイオ燃料生産 

• プログラム数。 
• 優先分野と報告書の数。 
• 実施された比較研究。 

           

5. • SCMSAT研究の優先
分野として採用すべ
き類似のSTIイニシア
ティブを特定するた
めの国家間の比較研
究。 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
• SCMSATの活動を特

定して国連の持続可
能な開発目標（目標
14：海洋・海洋資源を
保全し、持続可能な形
で利用する）の活動と
整合させるための比
較研究 

 
（*この2つの箇条書きは
元の活動の欄にある） 
 
元の成果2「APASTI 
2016-2025の新たな優先
分野に沿って特定された
SCMSATの優先分野」 は
ASEAN事務局によって削
除され、上記の2つの箇条
書きに置き換えられた。 
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要点 2： 
科学者と研究者の流動性や、人と人とのつながりを強化し、科学技術イノベーションへの女性や若者の参加を増やす。 

行動2.1.女性や若者を含む科学者、研究者、学生の交流のための政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

6. 海洋科学技術に関する科
学者、研究者、学生（女
性や若者を含む）の交流
のためのSCMSAT行動計
画を次の方法により策定
する。 
 
• 専門知識の共有。 
• 共同出資スキーム。 
• 能力構築。 

• 行動計画の策定に向けて、関連
する対話・ワークショップを実
施する。 

• 各プロジェクトの提案は若者と
ジェンダーの平等を促進するた
めの行動計画を含まなければな
らない。 

• 成績優秀な学生に海洋科学分野
での研究を奨励するパイロッ
ト・プロジェクトを実施する。 

• SCMSATの活動を特定して国連
の持続可能な開発目標（目標5：
ジェンダー平等を達成し、すべ
ての女性及び女児の能力強化を
行う）の活動と整合させるため
の比較研究を行う。 

• 1行動計画の策定。 
• 行動計画を盛り込むためのプ

ロジェクト提案の改訂。 
• 実施されたパイロット・プロ

ジェクト。 
• 実施された比較研究。 

フィリピン          
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

  プロジェクト： 
i. ASEAN熱帯海洋生態系ネット

ワーク（フィリピン） 
ii. 南シナ海内の沿岸地域の気候変

動の影響と沿岸の適応（マレー
シア） 

  
 

x         

 
 

x       
 

 

行動2.2.学生や研究者、その他のSTI人材向けに奨学金、フェローシップや派遣プログラムを創設する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

7. 奨学金や派遣プログラム
を利用しやすくし海洋科
学教育を改善する。 

• 奨学金プログラムを設立する際
に、大規模な民間セクターの組
織・対話国・ASEAN加盟国のス
ポンサーシップを求める。 

• 奨学金の基準を定め、SCMSAT
の下のプロジェクトに、学生、
研究者、その他のSTI人材のため
の奨学金と派遣プログラムが確
実に組み込まれるようにする。 

• ASEAN加盟国間で派遣プログ
ラムを実施する。 

• 創設された奨学金と派遣プロ
グラム。 

• 設定された奨学金の基準。 
• 実施された派遣プログラム。 
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行動2.3.教育や技術的能力の認証および認定の標準化に向けた取り組みを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

8. 海洋科学技術に関連する
国際標準化機構（ISO）な
どの組織に従って、認証
と認定の標準化に関する
認知度を高める。 

• SCMSATでの採用に向け、認証
と認定の標準化が認知されてい
る既存の信頼できる機関を特定
するため、関連する対話・ワー
クショップを実施する。 

• 認証および認定手続きの標準化
を監視する調整機関を設置す
る。 

• 機関の特定。 
• 調整機関の設置。 

          
 

 

行動2.4.女性や若者、恵まれない立場にある人たちがSTIに貢献する機会を、奨励制度や支援の仕組みをつうじて拡大する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

9. 域内の独特な海洋および
沿岸資源の保全と維持に
功績のある女性や若者、
恵まれない立場の人たち
を表彰することを目的に
特化したインセンティ
ブ・賞を設ける。 

• インセンティブ・プログラムの
実施に関するガイドラインを策
定する。 

• 女性、若者、恵まれない立場に
ある人たちのSTIにおける貢献
を認識するため調査と面接を実
施する。 

• COSTによって承認されたガ
イドライン。 

• 調査および面接の報告書。 

           

10. 海洋STIに貢献する女性、
若者、恵まれない立場に
ある人たちが参加する認
知度向上プログラム。 

海洋STIの認知度を向上させるため
啓発活動を実施する。 

• 海洋STIにおける認知度向上
プログラム・参加者の数。 
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要点 3： 
革新的なシステムとスマートなパートナーシップを対話国などのパートナーと確立して、零細・中小企業（MSME）を支援する科学技術イノベーショ

ン（STI）企業を育成するとともに、知識創造と STI アプリケーションを促進して、競争力を高める。 
 

行動3.1.メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、STI企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段階まで支援し育
成する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

11. イノベーションと競争力
向上を促す知識創造と
STIの応用を育成するた
めの海洋科学技術におけ
る共同研究の提案。 

海洋科学技術の4つのSTI優先分野
における研究提案候補を特定する。 
プロジェクト： 
産業企業向けの革新的廃水処理技
術のための情報プラットフォーム
開発に関するASEAN加盟国による
ASEAN－ロシア・プロジェクト 。 

• 研究提案の数。 未確定           

12. ASEANと対話国との間の
海洋科学および技術に関
する共同出資と知識の共
有。 

 

行動3.2.対話国などの戦略的パートナーを、適切かつ事業的に実行可能なSTIイニシアティブに関する共同事業に参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

13. 共同事業候補を特定する
ためSCMSATプロジェク
トに対話国および他の戦
略的パートナーが関与す
る。 

共同事業候補を特定するため対話
国および他の戦略的パートナーと
のワークショップを実施する。 

• 特定された共同事業候補の
数。 
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要点 4： 
ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 

 

行動4.1.ASEAN食料会議（AFC）やASEAN科学技術イノベーション週間（ASTIW）などのASEAN科学技術イベントへの科学者、研究者、産業界の参
加を奨励する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

14. • ASEAN の STI イベン
トへの海洋科学者、研
究者、学生、産業界の
参加の増加。 

• ASEAN STI に関する
広報資料の作成。 

• 著名な基調講演者や各国のリー
ダー、業界関係者を招いて、海
洋科学に関連する ASEAN のイ
ベントに参加してもらう。 

• 広報資料を作成し、ASTNET お
よび加盟国のウェブサイトや
ソーシャルメディアで情報を共
有する。 

• ASEAN の科学技術イベントに
参加するための後援を行う。 

例えば、参加費の免除。プロジェク
ト： 
南シナ海内の沿岸地域の気候変動
の影響と沿岸の適応（マレーシア） 

• 参加者数。 
• アップロード数。 

マレーシア  x         
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行動4.2.「ASEAN開発のための科学技術ジャーナル（AJSTD）」などのジャーナルに掲載される記事の内容を充実させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

15. SCMSATプロジェクトの
成果を「ASEAN開発のた
めの科学技術ジャーナ
ル」に掲載する。 

• 若手科学者に「ASEAN 開発のた
めの科学技術ジャーナル」への
論文投稿を奨励する。 

• 「海洋科学技術の最優秀論文
賞」のガイドラインと基準を策
定する。 

• ASEAN COST に「海洋科学技術の
最高論文賞」の導入を提案する。 

• ASEAN STI に参加する若手
研究者の増加。 

• 「海洋科学技術の最優秀論文
賞」の制定。 

• 「海洋科学技術の最優秀論文
賞」のガイドラインと基準の
提案。 

          
 

 

行動4.3.STIにおけるASEANイニシアティブの広報にASTNETを活用する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

16. 小委員会の活動を
ASTNETウェブサイトに
掲載し周知を図る。 

ASTNETポータルで小委員会の進
捗状況・活動を定期的に更新する。 

• データ・エントリーの件数。           
 

 

行動4.4.官民両部門の諸機関における情報共有と技術協力を促進するため、リソースのデータベースとネットワークを整備する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

17. ASTNETポータルで開発
されたリソース・データ
ベースの共有。 

• 具体的なリソース・データベー
スを特定する。 

• IODE 標準に従ってデータ形式
を定める。 

• リソース・データベースの完
成。 
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行動4.5.効果的なコミュニケーション・STI文化醸成計画の策定と実施に、関係するステークホルダーを参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

18. 効果的なコミュニケー
ションとSTI文化醸成の
計画策定へのステークホ
ルダーの関与。 

• SCMSAT プロジェクト向けの
広報資料作成。 

• 関連するステークホルダーの特
定。 

• コミュニケーションと STI 文化
醸成の計画を策定するため、特
定された関連ステークホルダー
と積極的な関りを持つ。 

• コミュニケーションと STI 文化
醸成の計画の実施促進のための
認知度向上プログラムを作成す
る。 

• 特定された関連ステークホル
ダーの参加を得てコミュニケ―
ションと STI 文化醸成の計画を
実施に移す。 

• 関連ステークホルダーの参加
を得た、コミュニケーション
と STI 文化醸成の計画の策定
と実施。 

• 認知度向上プログラムの件
数。 

          
 

 

*** 
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付録 7：材料科学技術小委員会（SCMST）の作業計画 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 
 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. STIの人材育成における
共同事業の計画、実施、
評価における研究者への
政策や提言、指針 

• STI の関連セクターとのワーク
ショップ・協議（目的 3 および
優先分野 4、7）. 

• 材料科学技術に関する共同研究
（目的 2 および優先分野 1、 2）。 

• ガイドブック・ガイドライ
ン・提言集。 

• 材料科学技術の研究者の数と
質。 

SCMST／各COST 
SC、対話国、その他
関連パートナー 

x x x        

2. 材料科学技術に関する
ASEAN加盟国間の施設や
専門知識へのアクセスと
共有における人材流動化
に関する評価報告書。 

• 材料科学技術のトレーニングの
実施、インターシップ・トレー
ニング・プログラムの実現（目
的 1 および優先分野 1）。 

• 材料科学技術に関する研究のた
めの研究者の交換と施設の共有
（目的 2 および優先分野 1、2）。 

• 人材の流動化に関する報告
書、インターンシップ・トレー
ニングの実施。 

• 研究者の交換と施設の共有に
関する報告書。 

SCMST／各COST 
SC、対話国、その他
関連パートナー 

x x x x x x x x x x 

3. 材料科学技術に関する共
同STIイニシアティブ候
補の影響に関する評価報
告書。 

• 過去および新規の STI イニシア
ティブの効果を研究、評価・査
定するための関連活動を行う。 
（目的 2 および優先分野 1、2）. 

• 評価報告書 SCIRD／COST 、その
他関連パートナー 

x x x x x x 
 

x x x 
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行動1.2.ASEAN科学技術ネットワーク（ASTNET）の活用を強化し持続するとともに、その他の科学技術ネットワークを充実させ情報共有を促進する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

4. 強化され改善された
ASTNET。 

ASTNETの特徴ある機能を強化し
改善する活動を実施する。（目的3
および優先分野2、 3）。 

• 改善・開発された機能の数。 SCMSTおよび各
COST SC 

x x x x x x x x x x 

5. STIの関連データベース。 STIのデータベースに含むべき関連
情報の共有に関して、加盟国の関連
連絡窓口・機関を特定して調整す
る。（目的3および優先分野2） 

• 特定したデータベース。 
• 情報を提供する連絡窓口と機

関の数。 
• 更新が行われた回数。 
• ASTNET にアクセスしたユー

ザー数。 

SCMSTおよび各
COST SC 

x x x x x x x x x x 

 

行動1.3.知的財産権の保護、共同研究のリスクと利益の共有メカニズム、中核拠点間の技術移転などの政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

6. 以下についてのガイド
ブック・ガイドライン・
提言集： 
a. 技術開発と事業化に

おける民間セクター、
中核拠点、政府、その
他の関連パートナー
間の知的財産権に関
する包括的な政策枠
組みを含む共同研究、
資金提供スキームや
スポンサーシップ。 

知的財産の保護および利用に関す
る情報の普及とキャンペーン（目的
3および優先分野2）。 

• 情報の普及やキャンペーンの
実施回数。 

SCMST／AWGIPC x x   
 

x x    

ASEAN知的財産協力作業部会
（AWGIPC）と協力する 
（目的3および優先分野1、2）。 

• 作成されたガイドブック・ガ
イドライン・提言集の数。 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

7. ASEAN加盟国間でSTIの
成果と利益共有を促進す
るための政策枠組み。 

ASEAN加盟国間でSTIの成果と利
益共有を促進するための政策枠組
みの策定に当たって、対話国やその
他のパートナーなど関連ステーク
ホルダーと協議を行う （目的1およ
び優先分野1）。 

• 政策の枠組みが決まり整備さ
れた政策の数。 

• 整備された政策枠組み。 

SCIRDおよび各COST 
SC、対話国、その他
関連パートナー 

x x   
 

x x    

8. 共同研究開発と移転技術
応用を促進するインセン
ティブを提供するための
ASTIFの利用に関するガ
イドライン。 

ASTIFの利用に関する適切なガイ
ドラインの作成について、COST諮
問委員会（BAC）および全ての小委
員会と協議する（目的1、2および優
先分野1、2）。 

• 作成された ASTIF の利用に
関するガイドライン。 

BAC、全SC          
 

 

行動1.4.持続可能な開発目標（SDGs）を含む優先分野における既存の域内科学技術イノベーション・イニシアティブを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

9. COSTの優先分野の特定。 持続可能な開発目標（SDGs）を含
むASEANのグランド・チャレンジ
（大課題）に取り組むASEANのSTI
イニシアティブを支えるCOSTの
優先分野を特定するための調査を
行う（目的1および優先分野1）。 

• 政策の枠組みが特定された政
策の件数。 

BAC x x  
 

x x    
 

10. COSTの優先分野を支え
るSCMSTプログラムの
構築。 

特定したCOSTの優先分野を支え
るため、関連するプログラム・プロ
ジェクト・活動を構築する（目的2
および優先分野5、6、7）。 

• 構築された SCMST プログラ
ムやプロジェクト・活動の件
数。 

SCMSTおよび対話
国、その他関連パート
ナー 

x x  
 

x x    
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要点 2： 
科学者と研究者の流動性や、人と人とのつながりを強化し、科学技術イノベーションへの女性や若者の参加を増やす。 

 

行動2.1.女性や若者を含む科学者、研究者、学生の交流のための政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

11. 材料科学技術における科
学者、研究者、学生の交
流のための提言ガイドラ
イン。 

科学者、研究者、学生の交流のため
のガイドラインや提言の作成（目的
1および優先分野1、7）。 

• ガイドライン・提言集。 各COST SC、対話国、
その他関連パート
ナー 

x x x  
 

x x    

女性や若手の科学者や研究者の活
用や関与強化に向けた関連活動を
行う （目的3および優先分野5、7）。 

• 流動化された女性や若手の科
学者・研究者の数。 

各COST SC、対話国、
その他関連パート
ナー 

x x x  
 

x x   
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行動2.2.学生や研究者、その他のSTI人材向けに奨学金、フェローシップや派遣プログラムを創設する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

12. 奨学金・フェローシッ
プ・派遣プログラムを支
援するためのASTIFや
AUNの利用を含めたメカ
ニズム。 

奨学金・フェローシップ・派遣プロ
グラムを支援するメカニズムの構
築に向けた関連活動を実施する 
（目的3および優先分野1、7）。 

• 構築されたメカニズム。 SCMST 
BAC 
AUN 

x x x  
 

x x    

優先分野を設定する。具体的には、
グリーンエネルギー、クリーン環
境、持続可能な農業生産、食の安全、
気候変動、ヘルスケアのための材料
科学技術など。（目的2および優先
分野7）。 

• 特定された優先分野。 

13. 人材流動化のプラット
フォーム。 

分野特有の人材需要を特定する 
（目的2および優先分野7）。 

• 分野特有の人材需要。 
• 流動化した人材数。 

SCMST 
BAC 

x x x x x x x x x x 

人材データベースのウェブサイト
とATMポータルを整備する （目的
2および優先分野7）。 

• ウェブサイト・ATM ポータ
ル。 

x x x x x x x x x x 

14. 奨学金・フェローシッ
プ・派遣プログラム。 

交流プログラムの創設について
ASEAN対話国およびその他のパー
トナーとの調整と協議を行う（目的
1および優先分野 1、7）。 

• 交流プログラムを創設した
ASEAN の対話国およびその
他のパートナーの数。 

• 創設された交流プログラムの
数。 

SCMST、対話国、そ
の他関連パートナー 

x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
 

合意された既存のプログラムの実
施、EU、アメリカ、ロシア、イン
ド、パキスタン、中国、日本、大韓
民国などの対話国との新たなプロ
ジェクト・プログラムの開発（目的
3および優先分野1、7）。 

• 実施されたプログラムの数。 
 

x x x x x x x x x x 

創設された交流プログラムの認知
度を高めるための広報キャンペー
ンを実施する（目的3および優先分
野1、2、7）。 

• 認知度向上キャンペーンの実
施数。 

x x x x x x x x x x 

 

行動2.3.教育や技術的能力の認証および認定の標準化に向けた取り組みを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

15. 特定の領域・分野におけ
る科学技術人材に関する
認証・相互承認協定
（MRA）。 

ASEAN加盟国の科学技術人材を中
心とした認証機関の設置を促進す
る（目的1および優先分野1、2）。 

• 認証・相互承認協定（MRA）。 SCMST、各SC、BAC x x x x x x x x x x 

科学技術人材認証の認知度向上の
ための啓発活動を行う（目的3およ
び優先分野1、2、7）。 

• 実施した啓発活動の数。 COSTの各SC x x x x x x x x x x 
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行動2.4.女性や若者、恵まれない立場にある人たちがSTIに貢献する機会を、奨励制度や支援の仕組みをつうじて拡大する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

16. インセンティブ・プログ
ラムと賞の創設。 

特に女性、若者、恵まれない立場に
ある人たちへの奨学金・フェロー
シップ・派遣プログラムを支援する
インセンティブ・プログラムの創設
や実施に向けた関連活動を行う（目
的3および優先分野5、7）。 

• 創設されたインセンティブ・
プログラムや賞の数。 

SCMST 
BAC 
AUN 

x x x x x x x x x x 

17. 特に女性や若者、恵まれ
ない立場にある人たち向
けの奨学金・フェロー
シップ・派遣プログラム
を支援するためのASTIF
やAUNの利用を含めたメ
カニズムの構築。 

特に女性、若者、恵まれない立場に
ある人たちへの奨学金・フェロー
シップ・派遣プログラムを支援する
インセンティブ・プログラムの創設
や実施に向けた関連活動を行う（目
的3および優先分野5、7）。 

• 構築されたメカニズム。 SCMST、BAC、AUN x x x x x x x x x x 
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要点 3： 
革新的なシステムとスマートなパートナーシップを対話国などのパートナーと確立して、零細・中小企業（MSME）を支援する科学技術イノベーショ

ン（STI）企業を育成するとともに、知識創造と STI アプリケーションを促進して、競争力を高める。 

行動3.1.メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、STI企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段階まで支援し育
成する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

18. ASEANにおける国家計量
標準の国際慣行への準拠
報告書。 

国際慣行に準拠した国家計量ト
レーサビリティーの設定に関して
国家計量標準機関間で協議を行う
（目的3および優先分野1）。 

• 国家計量トレーサビリティー
の設定における国家計量標準
機関のニーズに関する報告書
の作成。 

各COST SC、対話国、
その他関連パート
ナー 

x x x  
 

x x    

ASEAN各国の国家計量標準機関の
測定能力を判断するための調査を
実施する （目的3および優先分野2、
3）。 

• ASEAN 各国の国家計量標準
機関の測定能力についての作
成された調査報告書。 

国家計量トレーサビリティーの設
定に関して国家計量標準機関の能
力とニーズをマッピングする（目的
3および優先分野 2、3）。 

• 国家計量トレーサビリティー
の設定に当たり国家計量標準
機関の能力とニーズについて
作成されたマッピング報告
書。 
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行動3.1.メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、STI企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段階まで支援し育
成する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

19. 共同出資と国境を越えた
技術移転メカニズムの構
築。 

セミナーやワークショップの実施
（目的3および優先順位1、4、6）。 

• セミナーやワークショップの
件数。 

各COST SC、対話国、
その他関連パート
ナー 

x x x  
 

x x    

共同出資や国境を越えた技術移転
メカニズムに関して対話国および
他の関連するパートナーと協力し、
議論する 
（目的3および優先分野1、4、6）。 

• 共同出資と国境を越えた技術
移転のメカニズムの件数。 

ASTNETや他の技術データ共有セ
ンターをつうじて情報を普及させ
る 
（目的3および優先分野1、2）。 

• 広報手段の件数。 

20. テクノプレナーシップと
市場アクセスを促進する
ための政策枠組みの整
備。 

テクノプレナーシップと市場アク
セスを促進する政策枠組みの整備
に向けた協議および関連活動を行
う 
（目的1、3および優先分野1、4、 6、
7）。 

• 政策の枠組み。 各COST SC、対話国、
その他関連パート
ナー 

x x x  
 

x x   
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
 

ASEAN加盟国の製品やサービスを
紹介する展示会や関連する貿易・技
術の見本市を開催する(目的3およ
び優先分野3）。 

• 展示会およびその他の関連す
る貿易・技術の見本市の件数。 

          
 

 

行動3.2.対話国などの戦略的パートナーを、適切かつ事業的に実行可能なSTIイニシアティブに関する共同事業に参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

21. 対話国および他のパート
ナーとの共同STI研究に
関する関連文書（MOU、
MOA、MOC、LOIなど）
の正式合意。 

関連する文書の作成において対話
国およびその他の関連するパート
ナーと引き続き協力する （目的3
および優先分野1、2）。 

• 作成された関連文書。 SCMST／各COST 
SC、対話国、その他
関連パートナー 

x x x  
 

x x    

22. STIにおける共同事業を
促進するための共同出資
メカニズムの構築。 

共同出資メカニズムを策定し実施
するための手続き規則 （ROP） を
起草する （目的1および優先分野1、
2）。 

• 策定された ROP と共同出資
メカニズム。 

SCMST／各COST 
SC、対話国、その他
関連パートナー 

x x x  
 

x x   
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

  ASEANにおける共同STI事業を促
進するために適用できる可能性の
ある既存の共同出資メカニズムを
査定・評価する 
（目的2および優先分野1、2）。 

• 査定・評価報告書。            

23. 相互利益のある分野およ
び事業的に実行できる可
能性のあるSTIイニシア
ティブのリスト。 

相互利益のある分野や事業的に実
行できる可能性のあるSTIイニシア
ティブを特定するため、対話国や他
のパートナーとのマッピング演習
を実施する 
（目的2および優先分野1、2）。 

• 特定された相互利益の件数。 
• 確認された事業的に実行でき

る可能性のある STI イニシア
ティブの件数。 

SCMST／各COST 
SC、対話国、その他
関連パートナー 

x x x x x x x x x x 
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要点 4： 
ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 

 

行動4.1.ASEAN食料会議（AFC）やASEAN科学技術イノベーション週間（ASTIW）などのASEAN科学技術イベントへの科学者、研究者、産業界の参
加を奨励する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

24. ASEANの科学技術イベン
トの認知度を高めるため
の広報資料の作成と、
ASEANの関連するウェブ
サイトやソーシャルメ
ディア・アカウントへの
リンク。 

ASEANの科学技術イベントに関す
る情報へのアクセスとその共有の
ため、COST補助機関の連絡窓口を
含む各国のCOSTと調整する（目的
1および優先分野2）。 

• 広報資料が共有され作成され
た ASEAN の科学技術と
ASEAN-対話国のイベントの
件数。 

• ウェブサイトおよびソーシャ
ルメディア・アカウントへの
リンク数。 

SCMST／各COST 
SC、対話国、その他
関連パートナー 

x x x x x x x x x x 

 

行動4.2.「ASEAN開発のための科学技術ジャーナル（AJSTD）」などのジャーナルに掲載される記事の内容を充実させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

25. 科学フォーラムの中から
AJSTDでの公募要件を満
たす最優秀の論文の選
定。 

ASEAN STIイベントで発表される
原稿を募集する（目的3および優先
分野1、2）。 

• 原稿の募集。 SCMST、各COST SC x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
 

ASEAN STIイベントで発表される
原稿を募集する（目的3および優先
分野1、2）。 

• 論文・要約と著者の連絡先詳
細のリスト。 

           

発表者・著者に論文がAJSTDで出版
される可能性を通知する（目的3お
よび優先分野1、2）。 

• AJSTD が受理した原稿の本
数。 

26. AJSTDが、Scopus（ス
コーパス）の書誌データ
ベースまたは、国際科学
インデクシング（ISI）
ジャーナルや他の査読付
き科学誌に掲載される。 

国際科学ジャーナル・インデクシン
グ・システムの候補を特定する（目
的3および優先分野1、2）。 

• 特定された国際科学ジャーナ
ル・インデクシング・システ
ムの候補数。 

SCMST、各COST SC x x x x x x x x x x 
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行動4.3.STIにおけるASEANイニシアティブの広報にASTNETを活用する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

27. STIのイベント、イニシア
ティブ、広報資料 （ポス
ター・記録・さまざまな
COSTイベントの研究論
文集）のASTNETへの掲
載。 

COST補助機関の連絡窓口など各
国のCOSTと調整して、ASEANの科
学技術イベントに関する情報にア
クセスして共有し、ASTNETにアッ
プロードする（目的3および優先分
野2）。 

• 広報資料が共有、作成された
ASEAN の科学技術イベント
の数。 

SCMST／各COST 
SC、対話国、その他
関連パートナー 

x x x x x x x x x x 

28. ASEANの関連する科学技
術省およびその他の関係
機関のウェブサイトや
ソーシャルメディア・ア
カウントとのASTNETの
リンク構築。 

ASTNETの開発と強化を継続する
（目的3および優先分野2）。 

• ウェブサイトおよびソーシャ
ルメディア・アカウントへの
リンク数。 

COSTおよびその補助機関の連絡
窓口が、ウェブサイトやソーシャル
メディア・アカウントなど関連する
情報源へのリンクを提供し、その情
報がASTNETにアップロードされ
るようにする（目的3および優先分
野2）。 
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行動4.4.官民両部門の諸機関における情報共有と技術協力を促進するため、リソースのデータベースとネットワークを整備する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

29. ASEANのSTIリソース・
データベースをASTNET
に構築。 

国別COST委員長が、ASEAN STI
リソース・データベースに必要な情
報を提供する責任組織を特定し、指
名する（目的3および優先分野1、
2）。 

• ASEAN STI リソース・データ
ベースに情報を提供するため
に指名された組織。 

SCMSTおよび各
COST SC 

x x x x x x x x x x 

特定された責任組織がASEAN STI
リソース・データベースに含めるべ
き必要な情報を定期的に更新する 
（目標3および優先分野1、2）。 

30. STIデータベースでの情
報共有を促進するための
インセンティブおよび他
の適切なメカニズムの構
築。 

ASEAN STIリソース・データベー
スの情報共有を促進する適切なメ
カニズムを議論し整備するため、責
任組織と関連組織の間で活動を行
う （目的3および優先分野2）。 

• STI データベースでの情報共
有の促進のために構築された
インセンティブおよびメカニ
ズム。 

各COST SC、対話国、
その他関連パート
ナー 

 
x x x x x x x x x 
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行動4.5.効果的なコミュニケーション・STI文化醸成計画の策定と実施に、関係するステークホルダーを参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

31. STIコミュニケーショ
ン・文化醸成計画の策定 

全ての小委員会、ASEANおよび対
話国の専門家が、計画の内容に関す
る議論に参加する 
（目的3および優先分野2、3）。 

• STI コミュニケーション・文
化醸成計画 

各COST SC、対話国、
その他関連パート
ナー 

x x x x x x x x x x 

 

*** 
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付録 8：持続可能エネルギー研究小委員会（SCSER）の作業計画 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 
 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. 以下に関する開発状況
（技術の準備態勢）の報
告書 
a. バイオマス・バイオ燃

料、太陽光、エネル
ギー貯蔵システムな
ど新たな再生可能・代
替エネルギー 

b. クリーンエネルギー
と環境技術（クリー
ン・コール・テクノロ
ジー、原子力技術、天
然ガスなど） 

合意された優先分野における
ASEAN加盟国の開発状況と技術準
備態勢に関する状況分析を行う。 
関連専門家との定期的な協議を行
う。 

• 状況分析は包括的で専門家に
よって十分にレビューされ
る。 

• 報告書の期限内の公表。 
• 協議に参加する専門家の数。 
• 実施された協議の数。 

SCSER、ASEANエネ
ルギーセンター、
RE-SSN／SOME、 対
話国、学界、民間セク
ター 

x x   
 

x    
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
c. 省エネ技術（コジェネ

レーション、エネル
ギー管理システムな
ど） 

d. 遠隔地向けのエネル
ギー技術応用・ソ
リューション。 

             

2. エネルギー効率を改善す
る新たな手法 

再生可能エネルギーおよびエネル
ギー効率に関する次の事項を初め
とする共同研究開発 
a. パーム油のバイオガス利用に関

する研究協力 
b. 遠隔地におけるスマート・マイ

クログリッドの研究協力 

• 共同研究開発の実施件数。 
• トレーニング・ワークショッ

プおよび会議の実施回数。 
• 開発され実施された新たな手

法の件数。 
• 共同研究に参加した研究セン

ターの数。 
• AJSTD や参考文献に掲載さ

れた論文の本数。 
• 知的財産の申請や許可件数。 

SCSER、関連COST小
委員会、AMSの中核拠
点（COE）、対話国、
学界、民間セクター 

 
 

x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

3. ASEAN原子力発電所研究
ネットワークの設立。 

ASEAN加盟国の準備態勢を把握す
るための現状把握活動を行う。 

• 共同活動の実施件数。 
• 共同プロジェクトに関する報

告書の期限内の完成。 

SCSER、ASEAN エネ
ルギーセンター、
IAEA、ASEAN 
NEC-SSN、
ASEANTOM、アジア
原子力安全ネット
ワーク（ANSN）、対
話国 

x x x x x x x x x x 

原子力研究に関する共同活動の企
画と実施。 

4. 持続可能・再生可能エネ
ルギーに関する国境を越
えた技術移転を促進・加
速するメカニズムに関す
る提言。 

ASEANおよびアジア太平洋地域に
おける国境を越えた技術移転を促
進する上での重大な障壁への対処
を視野に入れて、持続可能・再生可
能エネルギーに関するワーク
ショップを開催する。 

• 出された提言数。 
• 採用され実施された提言数。 
• 実施されたワークショップの

数。 

SCSER、関連COST小
委員会、ASEAN エネ
ルギーセンター、対話
国、学界、民間セク
ター 

x x x x x x x x x x 
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行動1.2.ASEAN科学技術ネットワーク（ASTNET）の活用を強化し持続するとともに、その他の科学技術ネットワークを充実させ情報共有を促進する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

5. 以下のデータベース 
a. エネルギー関連の専

門家 
b. 再生可能エネルギー

研究 
c. エネルギー試験施設

および研究所 

データの収集、分類、提供、検証。 • データベースの期限内の構
築。 

• ASEAN 加盟国からのアクセ
ス件数。 

SCSER、関連COST小
委員会、ASEAN エネ
ルギーセンター、対話
国、学界、民間セク
ター、その他関連機
関・組織 

x （分類・データベース構造） 

データベースの維持管理体制を確
立する。 

• データベースの維持管理体制
の確立。 

x x x x x x x x x x 

6. 技術の移転と事業化のた
めのASTNETのプラット
フォーム。 

技術の移転と事業化のためのプ
ラットフォームの構築を可能にす
るため、ASTNETの機能を修正し強
化する。 

• ASTNET の技術の移転と事業
化のためのプラットフォーム
の構築。 

• プラットフォームにアクセス
した訪問者数。 

ASEAN事務局、
SCSER、COSTの全て
の小委員会、ASEAN 
エネルギーセンター、
対話国、学界、民間セ
クター、その他関連機
関・組織 

  
 

x      
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行動1.3.知的財産権の保護、共同研究のリスクと利益の共有メカニズム、中核拠点間の技術移転などの政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

7. 知的財産権の保護と共有
に関するメカニズム。 

SCIRDが管理する。 • SCIRD の作業計画を参照。 SCIRDの作業計画を
参照 

  
 

x x x x x x x 

 
 

行動1.4.持続可能な開発目標（SDGs）を含む優先分野における既存の域内科学技術イノベーション・イニシアティブを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

8. 注記：特定された成果と
活動はSDGsと一致しこ
れを支える。 

SDGsを支えるSTIイニシアティ
ブ・活動を特定する。 

• SDGs を支えるために特定さ
れ実施された STI イニシア
ティブの件数。 

COSTの全ての小委員
会 

x x x x x x x x x x 
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要点 2： 
科学者と研究者の流動性や、人と人とのつながりを強化し、科学技術イノベーションへの女性や若者の参加を増やす。 

 

行動2.2.学生や研究者、その他のSTI人材向けに奨学金、フェローシップや派遣プログラムを創設する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

9. 持続可能で再生可能なエ
ネルギーとエネルギー効
率に関連する交流プログ
ラム・奨学金・フェロー
シップ・派遣プログラム
を創設する。 

• 交流・派遣プログラム、奨学金、
フェローシップについて大学や
研究機関からデータを収集す
る。 

• AMS の間で交流・派遣プログラ
ム、奨学金、フェローシップを
創設するメカニズムを整備す
る。 

• 再生可能エネルギーおよびエネ
ルギー効率に関連する交流・派
遣プログラム、奨学金、フェロー
シップに関する情報を普及させ
る。 

• 再生可能エネルギーに関するト
レーニング・プログラムを実施
する。 

• トレ―ニング・プログラムの資
料を関連するステークホルダー
に配布する。 

• 創設した交流・派遣プログラ
ム、奨学金、フェローシップ
の件数。 

• プログラムで受け入れた研究
員・奨学生の人数。 

• 実施した調査に対する参加者
の反応。 

• 実施されたトレーニング・プ
ログラムの件数。 

• トレーニング・プログラム資
料の期限内の配布。 

• 実施した調査に対する参加者
の反応。 

SCSER、関連COST小
委員会、ASEAN エネ
ルギーセンター、対話
国、学界、民間セク
ター、その他関連機
関・組織 

x x         

    
 

x x    

 
 

x x x x x x x x 
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行動2.4.女性や若者、恵まれない立場にある人たちがSTIに貢献する機会を、奨励制度や支援の仕組みをつうじて拡大する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

10. 特に女性、若者および恵
まれない立場にある人た
ちを対象とした再生可能
エネルギーとエネルギー
効率のイノベーションに
関する賞。 

賞を授与する手続きの規則を定め
る。 

• 賞を授与する手続きの規則
（ROP）の整備。 

• 特定された対話国および民間
セクターとのパートナーシッ
プ。 

• 受理した応募件数。 

SCSER、関連COST小
委員会、ASEAN エネ
ルギーセンター、対話
国、学界、民間セク
ター、その他関連機
関・組織 

 
x 

 
x 

 
x 

 
x 

 
x 

民間セクター、対話国、その他の
パートナーとのパートナーシップ
を追求する。 
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要点 3： 
革新的なシステムとスマートなパートナーシップを対話国などのパートナーと確立して、零細・中小企業（MSME）を支援する科学技術イノベーショ

ン（STI）企業を育成するとともに、知識創造と STI アプリケーションを促進して、競争力を高める。 

 

行動3.1.メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、STI企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段階まで支援し育
成する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

11. 中小零細企業やスタート
アップ企業向けの持続可
能なエネルギーに関する
支援とインセンティブの
メカニズム。 

持続可能なエネルギー分野におけ
る中小零細企業およびその他のス
テークホルダーのニーズ評価を行
う。 

• 中小零細企業およびその他の
ステークホルダーのニーズ評
価の期限内の実施。 

SCSER、関連COST小
委員会、対話国、学界、
民間セクター、中小零
細企業、その他関連機
関・組織 

  
 

x x x     

既存のメカニズムとベスト・プラク
ティスを研究する。 

• 既存のメカニズムに関する研
究の期限内の実施。 

  
 

x x x     

新規事業を促進し中小零細企業を
支援するための適切な支援とイン
センティブ・メカニズムを特定する
ために、対話国およびその他のパー
トナーが関与する。 

• 対話国およびその他のパート
ナーの参加数。 

• プログラムを促進するための
適切な支援やインセンティ
ブ・メカニズムの特定。 

 
 

x x x x x x x x 

ASEAN科学技術イノベーション週
間（ASTIW）およびその他の技術
見本市に参加するよう中小零細企
業を奨励・招待する。 

• 配布された招待状の数。 
• ASTIW に参加した中小零細

企業の数。 

 
 

x x x x x x x x 
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行動3.2.対話国などの戦略的パートナーを、適切かつ事業的に実行可能なSTIイニシアティブに関する共同事業に参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

12. 持続可能なエネルギー技
術の採用と事業化。 

中小零細企業における持続可能な
エネルギー向上のための技術ニー
ズを特定する。 

• 中小零細企業の持続可能なエ
ネルギーに対する技術ニーズ
の特定。 

SCSER、関連COST小
委員会、対話国、学界、
民間セクター、中小零
細企業、その他関連機
関・組織 

 
 

x x       

対話国との既存の協力を活用する。 • デモ・プラットフォームに参
加した対話国の数。 

 
 

x x       

対話国の専門家とセミナー・ワーク
ショップ・会議を開催する。 

• セミナー・ワークショップ・
会議の開催回数。 

  
 

x x x x x x x 

持続可能エネルギーのSTIイニシア
ティブを事業化する。 

• パイロット・実証プラントの
数。 

• 事業化された適切な技術の件
数。 

  
 

x x x x x x x 

 

  



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2022-PD-ASE02 

128 

要点 4： 
ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 

行動4.1.ASEAN食料会議（AFC）やASEAN科学技術イノベーション週間（ASTIW）などのASEAN科学技術イベントへの科学者、研究者、産業界の参
加を奨励する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

13. 特に持続可能なエネル
ギーの促進と利用に関す
るASEAN STIイニシア
ティブの認知度を高める
ための広報資料。 

ASTIWやその他関連技術見本市へ
の参加。 

注記： 
• SCSER は、ASTIW の開催頻度

を 3 年ごとから隔年に変更する
よう提言している。 

• ASTIW イベントの認知度を高
める。 

• ASTIW や他の技術見本市に
参加した科学者、研究者、産
業界の人数。 

• 作成された資料数。 
• 展示ブース数。 
• 開催された会議の数。 

SCSER、関連COST小
委員会、対話国、学界、
民間セクター、中小零
細企業、その他関連機
関・組織 

 
x 

 
x x 

 
x x  

 

 

行動4.2.「ASEAN開発のための科学技術ジャーナル（AJSTD）」などのジャーナルに掲載される記事の内容を充実させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

14. 注記：AJSTDの編集者が
管理する。 

注記： 
• AJSTD の知名度を高めるための

広報キャンペーン実施を提言す
る。 

• 提出された論文の審査プロセス
を促進する。 
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行動4.3.STIにおけるASEANイニシアティブの広報にASTNETを活用する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

15. 持続可能エネルギー研究
に関するイニシアティブ
と広報資料 （ポスター・
記録・研究論文）を
ASTNETに掲載する。 

持続可能エネルギー研究に関する
イニシアティブや広報資料を収集
し公表する。 

• ASTNET に掲載された持続可
能エネルギー研究に関するイ
ニシアティブと広報資料の件
数。 

• ASTNET で利用可能なデー
タ・情報の量。 

• アクセスした訪問者数。 

SCSER、関連COST小
委員会、対話国、学界、
民間セクター、中小零
細企業、その他関連機
関・組織 

  
 

x x x x x x x 

 

行動4.4.官民両部門の諸機関における情報共有と技術協力を促進するため、リソースのデータベースとネットワークを整備する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

16. エネルギー、再生可能エ
ネルギー研究、エネル
ギー試験施設および研究
所に関する専門家のデー
タベースをASTNETに構
築する。 

エネルギー、再生可能エネルギー研
究、エネルギー試験施設および研究
所に関連する専門家に関するデー
タを収集し、公表する。 

• 公表され ASTNET にリンク
されたエネルギー、再生可能
エネルギー研究、エネルギー
試験施設および研究所に関す
る専門家のデータの数。 

SCSER、関連COST小
委員会、対話国、学界、
民間セクター、中小零
細企業、その他関連機
関・組織 

  
 

x x x x x x x 
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行動4.5.効果的なコミュニケーション・STI文化醸成計画の策定と実施に、関係するステークホルダーを参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

17. 注記：SCIRDが管理する。 注記： 
• SCSER は、STI コミュニケー

ション・文化醸成計画を改善す
るためのコメント・提案を提供
する。 

• SCSER の連絡窓口は STI のコ
ミュニケーション・文化醸成計
画の策定に参加できる。 

• SCIRD の作業計画を参照           
 

 

*** 
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付録 9：宇宙技術応用小委員会（SCOSA）の作業計画 

要点 1： 
学界、研究機関、中核拠点（COE）のネットワーク、民間セクターの間で戦略的連携を強化し、能力開発、技術移転、事業化のための効果的なエコ

システムを構築する。 
 

行動1.1.人材育成および研究開発における共同事業の計画、実施および評価における学界、民間セクターおよび関連パートナーの関与を強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

1. トレーニングやワーク
ショップのマニュアル。 
 
成果 
トレーニングを受けた人
員。 

リモート・センシング、衛星気象、
通信、宇宙教育および天文学などの
研究開発に関するセミナー、トレー
ニング、ワークショップの開催。 

• 参加者数。 
• 作成された文書の数。 
• 実施されたトレーニング・

ワークショップの数。 

SCOSA、ASEAN加盟
国、その他関連機関 

x x x x x x x x x x 

2. 活動報告書。 
 
成果 
知識・情報の交換の合意
到達。 

会合の開催（対話、協議、RTD）。 • 参加者数。 
• 作成された文書の数。 
• 開かれた会合の数。 
• 提言・承認された活動件数。 

SCOSA、対話国、そ
の他関連パートナー 

x x x x x x x x x x 

トレーニング・研究の中核拠点の設
置。 

少なくとも1つのオペレーショ
ン・センターの設置。 

SCOSA、ASEAN加盟
国 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

3. ASEAN宇宙技術応用研究
トレ―ニング・センター
（ARTSA）。 

ASEAN宇宙技術応用研究トレ―ニ
ング・センター（ARTSA）。 

ARTSAについて 
• 物理的な施設（タイが提供） 。 
• マンパワー。 
• リソース（最初の 4 年間の支

援をタイが提供） 。 

 
x x x x       

4. 東南アジア天文学ネット
ワーク（SEAAN）と宇宙
機関・センターとの共同
宇宙協力に関する合意。 

ASEANの他のセンターとの協力・
合意。 

• 採用された TOR。 SCOSA 
SEAAN 

x x x x x x x x x x 

• 特定され、実施された活動の
件数。 

x x         

5. ASEAN域内外の宇宙機関
のパートナーシップ。 

域内の宇宙関連機関・組織間の共同
プロジェクトと協議。 

• 共同プロジェクトを特定す
る。 

SCOSA、各COST SC、
対話国、その他関連
パートナー 

x x x x x x x x x x 

6. 協力できる可能性のある
提案の優先順位リスト。 

研究開発に関する宇宙技術応用
（STA）プロジェクト提案の提出を
モニターし承認する。 

研究開発の提案件数 
• 提出数 
• 承認数 
• 実施数 
• 完了数 

SCOSA、ASEAN、
COST 

x x x x x x x x x x 

7. ASEAN科学技術イノベー
ション基金（ASTIF）に関
する提言。 

ASTIFの下での研究開発プロジェ
クトへの資金提供メカニズムを提
言する。 

• 実施された提言の件数。 SCOSA 
COST 

x x x x x     
 

8. ASEANにおける宇宙開発
とテクノロジーの準備態
勢の現状。 

ASEANにおけるSTA進展の現状を
把握するための関連活動を行う。 

• 策定された提言集。 
• 作成された現状報告書数。 

SCOSA x x  x x  x x  
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行動1.2.ASEAN科学技術ネットワーク（ASTNET）の活用を強化し持続するとともに、その他の科学技術ネットワークを充実させ情報共有を促進する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

9. ASTNETのSCOSAコンテ
ンツ。 

ASTNETにアップロードする
SCOSAコンテンツ・情報を作成す
る。 

• 作成されたコンテンツの数。 
• ウェブサイトのヒット数。 

SCOSA、ASEAN事務
局 

x x x x x x x x x x 

10. データ共有プロトコル。 ASEANの中での宇宙情報共有のた
めのデータ共有プロトコルの構築。 

• 各国の宇宙情報に関する既存
のプロトコルの数。 

SCOSA、SCIRD、
ASEAN知的財産権作
業部会 

 
x x        

ASEAN STAデータ共有プロトコ
ル。  

x x x x      

11. STA IPRに関する政策枠
組みに関する提言。 

知的財産の保護および利用に関す
る情報の普及とキャンペーン。 
 
ASEAN知的財産協力作業部会
（AWGIPC）との協力。 

• 情報の普及やキャンペーンの
実施回数。 

• 作成されたガイドブック・ガ
イドライン・提言集の数。 

SCOSA、SCIRD、
ASEAN知的財産権作
業部会 

 
x x x x x x x x x 
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行動1.4.持続可能な開発目標（SDGs）を含む優先分野における既存の域内科学技術イノベーション・イニシアティブを強化する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

12. STAの優先分野の更新。 
 
タスクフォース・テクニ
カル作業部会の結成。 

STAの優先分野を特定するため協
議を行う。 

• 行動 1.1 をつうじて提供され
た優先分野の数。 

• ASEAN の STA 優先分野報告
書。 

SCOSA、対話国 x x      
 

x x 

13. ASEANコネクティビティ
―・マップ。 

ASEANのベース・マップを作成す
る。 

• デジタル・ベース・マップに
表示される国の地域数。 

SCOSA x x x x       

ASEAN空間データ・インフラ 
（SDI）を開発する。 

• 開発されたパイロット・プ
ラットフォーム数。 

SCOSA 
 

x x x x x x x x x 

その上でアプリケーションを開発
する。 

• ベース・マップ上のアプリ
ケーション数。 

SCOSA   
 

x x x x x x x 
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要点 2： 
科学者と研究者の流動性や、人と人とのつながりを強化し、科学技術イノベーションへの女性や若者の参加を増やす。 

行動2.1.女性や若者を含む科学者、研究者、学生の交流のための政策枠組みを構築する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

14. ASEANにおける研究施設
（衛星地上受信施設、
STA研究所など）へのア
クセスを含む、STAの専
門家および科学者の流動
化のためのASEAN COST
の政策枠組みに対する提
言。 

人材交換のためのSTA政策の枠組
みを特定するため関連するステー
クホルダーと協議する。 

• 整備された政策枠組みの件
数。 

SCOSA、SCIRD 
 

x x x x x x x x x 

 

行動2.2.学生や研究者、その他のSTI人材向けに奨学金、フェローシップや派遣プログラムを創設する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

15. 奨学金と交換プログラム
のメカニズムとガイドラ
イン。 

ASEAN市民の短期から長期の交流
を促進する。 

• ガイドラインの作成。 SCOSA、SCIRD 
 

x x x x x x x x x 

16. STAのための人材流動
化。 

奨学生・特別研究員の数 
• 評価 
• 支援 

  



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2022-PD-ASE02 

136 

行動2.2.学生や研究者、その他のSTI人材向けに奨学金、フェローシップや派遣プログラムを創設する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

17. 認知度とインセンティブ
を構築。 

• 女性、若者、恵まれない立場に
ある人たち向けにピッチング・
コンペティションを含む STA コ
ンペの実施を支援・拡大する。 

• 女性、若者、恵まれない立場に
ある人たち（障害者、民族的マ
イノリティーなど）が参加する
活動の追跡調査。 

• 女性、若者、恵まれない立場に
ある人たち向けの宇宙関連活動
の実施。 

• コンペの開催回数。 
• 参加者数。 
• 活動の実施回数。 

SCOSA、その他関連
機関 

x x x x x x x x x x 
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要点 3： 
革新的なシステムとスマートなパートナーシップを対話国などのパートナーと確立して、零細・中小企業（MSME）を支援する科学技術イノベーショ

ン（STI）企業を育成するとともに、知識創造と STI アプリケーションを促進して、競争力を高める。 
 

行動3.1：メンターシップや奨励プログラムなどの支援プログラムを構築して、STI企業をスタートアップから開発競争力を持つ次の段階まで支援し育
成する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

18. • STA のビジネス・イン
キュベーションの
ロードマップとガイ
ドライン。 

• 国境を越えた資金調
達のための提言。 

• スタートアップを奨
励するための中小零
細企業向け研修ツ
アー。 

• ビジネス・インキュベーション
と国境を越えた資金調達のベス
ト・プラクティスを共有するた
めの会議・セミナー・ワーク
ショップの開催。 

• ピッチング・コンペティション
については行動 2.1 も参照。 

• 研修ツアーの実施。 

• ロードマップやガイドライン
の作成。 

• 研修ツアーの回数。 

SCOSA 
 

x x x x x x x x x 

 

行動3.2.対話国などの戦略的パートナーを、適切かつ事業的に実行可能なSTIイニシアティブに関する共同事業に参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

19. 行動3.1で特定された事
業的に実行可能なSTIイ
ニシアティブの特定。 

• パートナー候補との円卓会議の
実施。 

• 実施された RTD の数。 
• 参加した見本市の数。 

SCOSA、各COST SC、
対話国 

x x x x x x x x x x 
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番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

 
 

• 貿易見本市への参加を奨励し、
行動 1.1 で言及されている完了
した研究プロジェクトを紹介す
る。 

 
関連ステークホル
ダー 

         
 

 

要点 4： 
ASEAN 科学技術協力を促進するため、市民の意識向上を図るとともに、STI 文化の醸成を強化する。 

 

行動4.1.ASEAN食料会議（AFC）やASEAN科学技術イノベーション週間（ASTIW）などのASEAN科学技術イベントへの科学者、研究者、産業界の参
加を奨励する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

20. ASTIW・AFCへの参加。 STA企業および専門家のASTIW・
AFCへの参加を奨励する。 

• 配布された招待状の数。 
• 出展社数。 
• 推定参加者数。 

SCOSA、ASEAN 
COST、STAステーク
ホルダー 

x x x x x x x x x x 

他のSTAイベントへの参
加。 

ASEAN加盟国で開催される他の
STAイベントへのSTA企業および
専門家の参加を奨励する。 

SCOSA、ASEAN加盟
国、STAステークホル
ダー 
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行動4.2.「ASEAN開発のための科学技術ジャーナル（AJSTD）」などのジャーナルに掲載される記事の内容を充実させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

21. • 掲載に選ばれた論文。 
• STA の特集号。 
• 編集委員会への加入。 

• AJSTD を普及させ研究者に論文
提出を奨励する。 

• STA に焦点を当てた特集号を提
案する。 

• SCOSA の代表者を AJSTD の編
集委員会に加えるよう要請す
る。 

• 掲載論文数。 
• 提出論文数。 
• 特集号発行数。 
• 依頼書。 

SCOSA、SCIRD、
AJSTD  

x x x x x x x x x 

 

行動4.3.STIにおけるASEANイニシアティブの広報にASTNETを活用する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

22. ASTNETのSCOSAコンテ
ンツ。 

• 専門家の物理的リソース、過去
および現在のプロジェクトの
データベースを含むコンテンツ
を整備する。 

• 一般の人がアクセスできる情報
についてウェブサイトの改善を
提言する。 

• コンテンツやデータベースの
整備・更新。 

• ウェブサイトの充実の要請。 

SCOSA x x x x x x x x x x 
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行動4.4.官民両部門の諸機関における情報共有と技術協力を促進するため、リソースのデータベースとネットワークを整備する。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

23. STAのデータベース。 SCOSAの知的財産データベースを
開発する。 

• 開発されたデータベースの
数。 

SCOSA 
 

x x x x x x x x x 

24. • 衛星画像をメンバー
に提供。 

• 衛星画像のメンバー
間での共有。 

SCOSAのデータ共有政策に従い、
衛星データの利用を確立して維持
し、データ共有と技術協力を促進す
る。 

• AMS に提供された画像数。 
• データを共有している国の

数。 

SCOSA x x x x x x x x x x 

25. 災害時の衛星画像提供。 STAにおいて、センチネル・アジア
やUN-SPIDER、UN-RESAPなどの
関連イニシアティブとの協力を継
続する。 

• 提供された画像数。 SCOSA、関連パート
ナーと組織 

x x x x x x x x x x 

26. ASEAN衛星コンステレー
ション（仮想コンステ
レーションから開始）。 

ASEAN衛星コンステレーションの
創出を奨励する。 

• 技術協力を実施している国の
数。 

SCOSA、ASEAN加盟
国  

x x x x x x x x x 
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行動4.5：効果的なコミュニケーション・STI文化醸成計画の策定と実施に、関係するステークホルダーを参加させる。 

番号 期待される成果 具体的な活動・プロジェクト 指標 実施・協力機関 
スケジュール 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 

27. 教育とアウトリーチのプ
ログラム。 

学生および一般市民を対象とした
STAに関する教育およびアウト
リーチ・プログラムを実施する。 

普及促進資料の作成数 
• ビデオ 

SCOSA x x x x x x x x x x 

• コミュニケーションと文化醸
成のための教材。  

x x       
 

 


